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［1表紙］ 

.小栗一代記〈をぐりいちたいき〉 

 

［2右］ 

繪本 鈍亭主人著 

小栗一代記全 

一盛齋芳直画 

 

［２左］ 

忠勇小栗一代記 全 

惣目録 

第一回 .小栗助重〈をくりすけしげ〉.横笛〈よこぶえ〉の.妙手〈めうしゆ〉を.得〈ゑ〉んと.欲〈ほつし〉て.

禍〈わざはひ〉を.□〈かわす〉 

第二回 .照手姫〈てるてひめ〉.金亀山〈きんきさん〉に.詣〈もふで〉てはからず.助重〈すけしげ〉ときぐう

す 

第三回 .助重〈すけしげ〉.俄鬼病〈がきやみ〉となり.熊野本宮〈くまのほんぐう〉に.温泉〈おんせん〉浴す 

第四回 .照手〈てるて〉.悪漢〈わるもの〉に.謀〈はかられ〉て.萬屋〈よろづや〉が.許〈もと〉に.苦行〈くぎ

やう〉す 

第五回 .善悪應報〈ぜんあくおうほう〉.忠孝貞操〈ちうかうていさう〉.本懐〈ほんくはひ〉をたつ 

 

［3右］ 

.狂言綺語〈きやうげんきゞよ〉をもて.勸善〈くわんぜん〉を.導〈みちび〉き.談笑諷諌〈だんしやうふうか

ん〉して.懲悪〈ちやうあく〉を 

.諭〈さと〉すと.宜〈むべ〉なる.哉〈かな〉.經典儒教〈けいでんじゆきやう〉の.大声〈たいせい〉は.里俗〈り

ぞく〉の.耳〈みゝ〉に.入〈い〉らず 

.小児〈せうに〉の.病〈やまひ〉を.愈〈いや〉するに.良藥〈りやうやく〉は.口〈くち〉に.苦〈にが〉く.熊膽人

参〈ゆうたんにんじん〉の 

.髙價〈かうか〉なるも.彼聖教〈せいけんきやう〉の.解難〈げしかたき〉が.如〈ごと〉くこゝをもて.口當〈くち

あた〉り 

よき.飴〈あめ〉を.舐〈ねぶ〉らせ.良藥〈りやうやく〉にかゆるといへり.熟論〈つら／＼あげつら〉ふに.聖

賢〈せいけん〉 

の.貴〈たつと〉き.教〈おしへ〉は.良藥〈りやうやく〉にしてはかなき.稈史譚〈さうしものがたり〉は.太白入

〈たいはくいり〉の.藥〈くすり〉 

.飴〈あめ〉なり.贅語〈ぜいご〉の.中〈うち〉に.勸懲〈くわんちやう〉の.意〈い〉を表し.自然〈おのづから〉.

五常〈ごじやう〉の 

.道〈みち〉に.叶〈かな〉へるをもて.小説者流〈せうせつしやりう〉の.心要〈しんやう〉とす.作者〈さくしや〉

の.用心〈ようじん〉 
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こゝなるべし.然〈しか〉りと.雖〈いへとも〉.余〈よ〉が.如〈ごと〉きは.未其意〈いまだそのい〉を.貫通〈くわ

んつう〉せずし 

 

［3左］ 

て.強〈あながち〉に.戯墨〈けぼく〉の.僻〈へき〉あり.我〈われ〉には.免〈ゆる〉せと.詠〈ゑい〉ぜし.人〈ひ

と〉には.似〈に〉るべくも 

.有〈あ〉らねど.此病〈このやまひ〉ある.類〈たぐひ〉ならん然.今〈いま〉や.爰〈こゝ〉に.刻成〈こくなる〉の.

小冊〈せうさつ〉は.友〈とも〉 

.垣〈がき〉.何某〈なにがし〉の.遺稿〈いかう〉なるが.首尾〈しゆひ〉.全〈まつた〉ふせす.稿中〈かうなか〉

ばにして.篋中〈きやうちう〉あること 

.既〈すで〉に.久〈ひさ〉し.時至〈ときいた〉りて.書肆〈ふみや〉の.主〈あるじ〉.茅屋〈ほうをく〉に.携〈たづ

さ〉へ.来〈きた〉り.挍〈かう〉を.希〈こ〉ふ事.屡〈しは／＼〉也 

.彼人〈かのひと〉.作意〈さくい〉よしと.雖〈いへとも〉.看官〈みるひと〉の.讀〈よむ〉に.飽〈あか〉ず.是〈こ

れ〉に.文〈ぶん〉をまし.回〈くわい〉を.重〈かさね〉て 

.慈童婦幼〈じどうふせう〉に.見安〈みやす〉からしめんと.蒼卒〈さうそつ〉に.補綴〈ほてつ〉して.是〈こ

れ〉を 

あたふ.所謂〈いわゆる〉.蛇〈へび〉を.画〈ゑがい〉て.足〈あし〉を.添〈そゆ〉るの.業〈すさみ〉にやあらん

かし 

嘉永七甲寅孟春 戀岱市隠 鈍亭蟬史記 

 

［４右］ 

.小栗満重〈をぐりみつしげ〉の.嫡子〈ちやくし〉 

.同苗〈どうめう〉十郎.助重〈すけしげ〉 

.後〈のち〉に.判官代〈はんぐはんだい〉 

.平兼氏〈たいらかねうじ〉 

 

.横山大膳安秀〈よこやまだいぜんやすひで〉 

.三男三郎安武〈さんなんさぶらうやすたけ〉 

 

［4左］ 

天の.照々〈しやう／˝＼〉たる.善〈ぜん〉に.福〈さいはひ〉し 

.淫〈いん〉に.禍〈わさはひ〉すといへる古語を 

今宵しも雲みな 

月にかくれけり 

魯文賛 

 

横山の養女 

照手姫 
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［５右］ 

.小栗助重〈をぐりすけしげ〉.英雄十驛〈えいいうしふき〉 

片岡加太郎春教 

田辺平六郎 

長秀 

同 

加次郎 

春髙 

 

［5左］ 

田辺平八郎 

長為 

池ノ庄司 

助長 

 

［6右］ 

風間二郎 

正貞 

美登小太郎 

為久 

 

［6左］ 

後藤兵助助髙 

後藤 

大八郎 

髙次 

風間 

八郎 

正固 

 

［7右］ 

.小栗一代記全傳〈をぐりいちだいきせんでん〉 

江戸戀岱 鈍亭主人補綴 

第一回 

.人皇〈にんかう〉.百〈ひやく〉二代.穪光院〈しやうくわうゐん〉の.御宇〈ぎよう〉.足利宝篋院殿〈あしかゞ

ほうきやういんでん〉.義持公〈よしもちこう〉.京都将軍〈きやうとしやうぐん〉の.頃〈ころ〉.應永〈おうえい〉

二十 
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八年.常陸國〈ひたちのくに〉の.住人〈ぢうにん〉.小栗孫〈をぐりまご〉五郎.滿重〈みつしげ〉の.嫡子〈ち

やくし〉十郎.助重〈すけしげ〉といへる.者〈もの〉あり.兵練弓馬〈ひやうれんきうば〉の 

.誉〈ほまれ〉.近郷〈きんがう〉にきこへ.文武両道〈ぶんぶりやうどう〉に.頗〈すこぶる〉.秀才〈しうさい〉あ

りて.末〈すへ〉たのもしき.若雄〈わかもの〉なるが.一歳宿願〈ひとゝせしゆくぐはん〉のこと 

ありて.隣國下總〈りんごくしもふさ〉の.國〈くに〉.相馬郡布施村〈さうまこほりふせむら〉なる.弁才天〈べ

んざいてん〉へ.参詣〈さんけい〉なしその.夜〈よ〉は.社前〈しやぜん〉に.通夜〈つや〉 

なしけるがさし.登〈のほ〉る.秋〈あき〉の.月〈つき〉.祠〈ほこら〉を.照〈てら〉し.名〈な〉にしをふ.利根〈と

ね〉の.川面〈かわつら〉にきらめきわたり 

.心耳〈しんに〉も.澄〈すみ〉て.塵外仙境〈ぢんぐわいせんきやう〉のおもひをなしいとしん／＼とせし.程

〈ほど〉に.兼〈かね〉て.好〈この〉める.横笛〈よこぶへ〉 

とり.出〈いだ〉し.秘曲〈ひきく〉を.尽〈つく〉しふきすさめば是が.為〈ため〉に.千種〈ちくさ〉にすだく.虫

〈むし〉の.音〈ね〉を.止〈とゞ〉め.河水〈かみづ〉の.底〈そこ〉 

にひゞきつきも.麗〈うるわ〉しく.聞〈きこ〉へしかば.己〈おのれ〉もいとゞ.興〈きやう〉を.催〈もよほ〉したる

折こそあれ.川水〈かはみづ〉.俄〈にはか〉に.逆浪〈さかたち〉て 

.朦穐〈もうろう〉として.其中〈そのなか〉よりやん事なき.女〈じよ〉ろうの.顕〈あらは〉れ.出〈いで〉.忙然

〈ぼうぜん〉として.小栗〈をぐり〉か.笛〈ふへ〉の音にきゝとれ 

 

［7左］ 

さも.餘〈よ〉念なき有様に小栗は深く.怪〈あやしみ〉つゝたちまち笛の音を.止〈とゞ〉めかの.女〈ぢよ〉ろ

うに打むかひ 

そも御身は何人にておわしますや.深更〈しんかう〉といひ人なき社前に来り給ひて如此なるは.如何〈い

か〉 

にぞと.眉〈まゆ〉をしそめて.問程〈とふほど〉にかの姫は.微笑〈ほゝゑみ〉つゝ助重さのみ.驚〈おどろ〉き

給ひぞ我身は.當〈とう〉所の本 

.躰〈たい〉なり.汝〈なんぢ〉が好める笛の.数曲〈すきよく〉衆に□て.自然〈をのづから〉妙あり汝武門の

家に産れその道に.疎〈うと〉から 

ずさりなから此人にして此.病〈やまひ〉あり.汝〈なんじ〉横笛を深く好みて.蘭室〈らんしつ〉に入その香妙

を.得〈ゑ〉んと 

.欲〈ほつ〉すれども.好〈こう〉事必ずなきにしかず好める道に心をゆだねその.禍〈わざはひ〉を引いだす

事和.漢〈かん〉 

に.例〈ためし〉すくなからず.火急〈くわきう〉に奥儀を.極〈きわ〉めずとも.功餘力〈こうよりよく〉ある時を

見あわせ.佳境〈かきやう〉にいらんと 

思ひなばわらはが.其師〈そのし〉を.導〈みちびく〉べしこは𠮷野なる山奥におわします阿.能〈のう〉の仙

聖こそならひ 

なき.笛曲〈てききよく〉の.達〈たつ〉人なれは名とげて後にかしこにいたり.巨細〈こさい〉に.口傳〈くで

ん〉をうけべきなりさりとて 

前にもいふごとく急て妙手をえんと.欲〈ほつ〉せは却てその身の.禍〈わざは〉ひあり夢／＼あやまつ事な

かれ 
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とて水底に入よと見へしかたちまち.数丈〈すちやう〉の龍となりて沈て見えずなりにける助重 

竒意の思ひをなし始めて夢の覚たるごとくこれこそ.當社〈とうしや〉の神.躰〈たい〉にて.弁才天〈へんさ

いてん〉女の.加護〈かご〉 

 

［８挿絵］ 

 

［9右］ 

ならんと.信心〈しん／˝＼〉いとゞ.膽〈きも〉にめじい社.檀〈だん〉にむかひ.再〈さい〉拝して.宿所〈しゆく

しよ〉へ下.向〈こう〉なしたる後程.笛曲〈てききよく〉に 

心を.碎〈くだき〉たゞひたすらに奥儀の妙を極んものとしきりに心いそがれて龍女のふかき 

.禁〈いましめ〉を.忙〈まきれ〉たるにはあらぬども.好〈この〉める道に心.迷〈まよい〉てはやく𠮷野に.分入

〈わけい〉らばやと.朝暮〈てうぼ〉それ 

のみ心におもひて意馬の.締足〈ていそく〉とゞめかねつゝ只一人旅路の仕たく身.軽〈かる〉に.調〈とゝの〉

へはる／˝＼と 

.南都〈なんど〉におもむき𠮷野の奥にわけ入てかゝる.仙人〈ひじり〉のおわさずやと山家にたちより 

木.樵〈こり〉に附て.尋求〈たづねもと〉むれども知る者なければ山深くいたりつゝ.嶺〈みね〉をすぐる山伏

に出あひ 

しか／˝＼と.問〈とひ〉かくるにかの山伏されば誠にさることの候此山絶.頂〈てう〉におり／＼笛の音聞

ゆる 

事あり.傳〈つた〉へきく南.朝〈てう〉後.醍醐〈たいご〉天.皇〈わう〉の.寵臣万里〈ちやくしんまで〉小路

藤.房郷〈ふさきやう〉.隠遁〈いんとん〉ありて.仙境〈せんきやう〉に入 

此峯に住給ふよしうけたまわると.答〈こた〉へければ小栗はさこそと.雀踊〈こをとり〉して山.伏〈ふし〉に

礼を 

いべたち別れつゝ足をはかりに山また山をつたひては道のなき.嶮岨〈けんそ〉をよぎり.巌岩〈がんぜき〉

か 

つらを踏したき青流たる谷間をくだりかろうじていたゞきにうち.登〈のぼ〉り向ひをき 

つと見わたせば.紫雲〈しうん〉.棚〈たな〉びきふくいくと.蘭奢〈らんじや〉の香りあたりをはらひ.樹下〈じ

ゆか〉石上に草を 

 

［9左］ 

つかぬその.上〈うへ〉に.座〈さ〉を.結〈むす〉ひ.瓢然〈ひやうぜん〉たる.雀髪〈くわんはつ〉の.異人〈いじ

ん〉.手〈て〉に.笛〈ふへ〉をもち.眼〈まなこ〉を.閉〈とぢ〉て.居〈ゐ〉たりしかば 

.小栗〈をぐり〉は.近〈ちか〉くひざまづき.某〈それがし〉ことは.常陸〈ひたち〉の.國〈くに〉の.住人〈ぢうに

ん〉.小栗〈をぐり〉十郎.助重〈すけしげ〉といへる.若冠者〈じやくくわんもの〉にて候 

が.文武〈もんぶ〉をたのしむその.間〈あわひ〉に.深〈ふか〉くも.横笛〈わうてき〉の.曲〈きよく〉に.心〈こゝ

ろ〉を.尽〈つく〉し候へども.末〈いまた〉その.妙〈めう〉に.至〈いた〉らず.何〈なに〉 

.卒〈とぞ〉.能師〈しきし〉を.得〈え〉んものと.年〈とし〉ごろ.下総〈しもふさ〉の.布施村〈ふせむら〉なる.弁

才天〈へんざいてん〉へ.祈願〈きぐわん〉をこめしにはからすも 
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.龍女〈りうぢよ〉の.告〈つげ〉を.蒙〈かふむ〉りつゝはる／˝＼と.仙聖〈ひじり〉のおこしますを.聞〈きゝ〉し

たひ.是迄〈これまで〉.登山〈とざん〉仕り.一偏〈ひとへ〉に.余〈をのれ〉か 

.赤心〈まこゝろ〉をあわれみ.秘曲〈ひきよく〉を.傳〈つた〉へ給わるべしと.拝〈はい〉し.敬〈うやま〉ひのぞ

みければ.異人〈いしん〉は.静〈しつか〉に.眼〈まなこ〉を.見〈み〉ひ 

らき.始〈はしめ〉て.小栗〈をぐり〉はうち.見〈み〉やりよきかな.助重〈すけしげ〉.我〈われ〉こゝにありて.汝

〈なんし〉を.待〈まつ〉こと.既〈すで〉に.久〈ひさ〉し 

いかでか.秘曲〈ひきよく〉を.惜〈をしむ〉べきこと／˝＼く.免〈ゆる〉すべしと.閭律韻声〈りよりついんせ

い〉.至仙〈しせん〉の.調俚〈でうり〉.残〈のこ〉るかたなく 

.傳授〈でんじゆ〉してかきけすごとくうせにけり ○ こゝに.一色式部少輔〈いつしきしきふせうやう〉.詮秀

〈あきひで〉なる.者〈もの〉.兼〈かね〉て.不和〈ふわ〉 

なる.滿重〈みつしげ〉が.長子〈ちやうし〉十郎.助重〈すけしげ〉.横笛〈よこぶへ〉の.師〈し〉を.求〈もと〉

めんとて.忍〈しの〉びて.𠮷野〈よしの〉へいたりしときにくつ 

きやうの.事〈こと〉なりこたちまち.一〈ひと〉ツの.謀計〈ほうけい〉を.企〈くわだ〉て.交〈まじ〉り.厚〈あつ〉

き.山名内蔵人氏治〈やまなくらんどうじはる〉をかたらひ 

つゝ.鎌倉〈かまくら〉の.管領〈くわんれゐ〉.左馬頭持氏朝臣〈さまのかみもちうじあそん〉へ.纔言〈さんげ

ん〉しけるは.小栗一家〈をぐりいつけ〉の.者〈もの〉.君〈きみ〉をうらみ.奉〈たてまつ〉る 

 

［10右］ 

ことのありとて 

.謀叛〈むほん〉を.企〈くわだて〉候よし 

.此度子息〈このたびしそく〉なる.助重〈すけしけ〉を 

.𠮷野〈よしの〉へつかわし.南朝〈なんてう〉のけん 

ぞくをかたらひ.下野〈しもつけ〉の.新田〈につた〉の 

.余類〈よるい〉と.調〈てう〉しあわせ.鎌倉〈かまくら〉を.傾〈かたむけ〉ん 

との.風聞〈ふうぶん〉もつぱらにてまぎれなく候とて 

.讒言〈ざんげん〉の.舌頭〈ぜつとう〉まことしやかに.言上〈ごんじやう〉す.折〈おり〉 

ふし.執権上椙憲実〈しゆつけんうへすぎのりざね〉.持氏公〈もちうしこう〉の御.名代〈めうだい〉 

として.上洛〈じやうらく〉の.留守〈るす〉なればさらに.諌〈いさめ〉る.者〈もの〉も 

なく.元〈もと〉より.案愚〈あんぐ〉の.大将〈たいしやう〉なれば.一色〈いつしき〉.讒言〈ざんげん〉を 

まことゝ.思〈おも〉ひ.早速〈さつそく〉に.小栗〈をくり〉もめしてこれを 

 

［10左］ 

.窮問〈きうもん〉あるにぞ.小栗〈をぐり〉は大ひにうち.驚〈をどろ〉き.身〈み〉におぼへなき.誓〈せい〉 

.紙〈し〉を.出〈いだ〉しいち／＼これを.陳〈ちん〉じけれ 

ども.持氏〈もちうじ〉公御ふしん.晴〈はれ〉やらず 

.一族〈いちぞく〉.残〈のこ〉らす.常陸〈ひたち〉なる.居城〈きよじやう〉へ 

.蟄居〈ちつきよ〉おほせつけられしかば 

.小栗一門〈をぐりいちもん〉ははからざる.讒者〈ざんしや〉の.偽言〈ぎけん〉に 
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.君〈きみ〉の御ふしんを.蒙〈かふむ〉り.一族居城〈いちぞくきよじやう〉に.蟄居〈ちつきよ〉 

して.罪〈つみ〉なくて.見〈み〉るはい.所〈しよ〉の.月〈つき〉.此上〈このうへ〉は.賢明〈けんめい〉の 

.上椙〈うへすぎ〉か.帰路〈きろ〉を.待〈まち〉うけかの人につき.曇〈くも〉りなき.心〈こゝろ〉を 

申.開〈ひら〉かんものをとて.安閑〈あんかん〉としてうちすぎけり.扨〈さて〉も.鎌倉〈かまくら〉 

の.持氏〈もちうじ〉公には.薪〈たきゞ〉に.炎〈ほのを〉をそゆるが.如〈ごと〉き.一色等〈いつしきら〉か.

追々〈をい／＼〉の 

.讒言〈さんけん〉を.弥〈いよ／＼〉.信〈しん〉じ候いかります／＼.強〈つよ〉く.今〈いま〉は.一色山名〈い

つしきやまな〉に.仰〈をほせ〉て 

 

［11右］ 

.近國〈きんこく〉の.兵〈へい〉を.催〈もよ〉ふされ.既〈すで〉に.小栗〈をぐり〉を.征罰〈せいばつ〉せんと

て.御馬〈おんむま〉を.向〈むけ〉いるべきに.極〈きはま〉りしが.附随〈つきしたか〉ふ 

めん／＼には.一色式部少輔〈いつしきしきぶせうゆう〉.詮秀〈あきひで〉.山名内蔵人氏治〈やまなくらん

どうじはる〉.桃井中務少輔直弘〈もゝのゐなかつかさせうやうたゞひろ〉.一色左京亮忠兼〈いつしきさき

やうのすけたゞかね〉 

.大井〈をほゐ〉三郎.氏光〈うじみつ〉.𠮷見伊与守晴久〈よしみいよのかみはるひさ〉.結城〈ゆうき〉左ヱ

門.尉〈じやう〉.氏朝〈うじとも〉同八郎.久朝〈ひさとも〉同九郎.時朝〈ときとも〉.梶原〈かぢはら〉 

.美濃守景定〈みのゝかみかげさだ〉をはじめとして.木戸〈きど〉.田村〈たむら〉.白川〈しらかは〉.海老名

〈ゑびな〉.那須〈なす〉.岩城〈いわき〉.三浦〈みうら〉の.人々〈ひと／˝＼〉を.先手〈さきて〉とし 

.其〈その〉ほか.近國〈きんごく〉の.大小名〈たいせうやう〉われも／＼とはせくわはりその.勢〈せい〉.都

合〈つがう〉五万.余騎〈よき〉.日〈ひ〉あらず.常陸〈ひたち〉に 

.當着〈とうちやく〉して小栗.村〈むら〉の.居城〈きよじやう〉をば.十重〈とへ〉.廿重〈たへ〉にそふりまきけ

るそも／＼.一色詮秀〈いつしきあきひで〉が.小栗〈をぐり〉 

の.一族〈いちそく〉をうしなわんとの.企〈くわだて〉はいかなる.故〈ゆへ〉ぞとたづぬるに.京都〈きやうと〉

の.将軍〈しやうぐん〉.義量〈よしかず〉公.逝去〈せいきよ〉あり 

て.足利〈あしかゞ〉の.家嫡〈かちやく〉たへたれば.持氏朝臣〈もちうじあそん〉は.尊氏〈たかうじ〉公の.

御舎弟基氏〈ごしやていもとうじ〉公の.餘代〈よだい〉なれは御.家督〈かとく〉 

と.思〈おも〉ひの.外〈ほか〉.細川〈ほそかは〉がはからひにて.佛門〈ふつもん〉に.入〈いり〉給ひし.義圓

〈ぎゑん〉といへる.義滿〈よしみつ〉公の.御子〈おんこ〉を.還俗〈けんぞく〉 

させ.義教〈よしのり〉と.改名〈かいめい〉し.奉〈たてまつ〉りやがて.将軍〈しやうぐん〉.㫖下〈せんげ〉あ

りければ.一色詮秀〈いつしきあきひで〉.案〈あん〉に.相違〈さうゐ〉しより／＼ 

.持氏〈もちうじ〉公へ.御謀叛〈ごむほん〉を.勧〈すゝめ〉ける.程〈ほど〉に.小栗満重〈をぐりみつしげ〉.深

〈ふか〉く.諌〈いさ〉めとゞめければ.一色〈いつしき〉は.面目〈めんぼく〉を.失〈うしな〉ふのみなら 

ず.己〈をのれ〉.京都〈きやうと〉の.管領〈くわんれい〉にならんとのたくみなりしが.心〈こゝろ〉の.侭

〈まゝ〉にならざるは.偏〈ひとへ〉に.小栗故也〈をぐりゆへなり〉と 

 

［11左］ 
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これをうらみ.憤〈いきどほ〉り.先〈まつ〉.小栗〈をぐり〉をうしないて.後〈のち〉.再〈ふたゝ〉ひ.思〈おも〉

ひをとげんものをとかく.讒言〈ざんげん〉をかまへし 

なりさる.程〈ほど〉に.鎌倉勢〈かまくらぜい〉はをめきさげんで.攻〈せめ〉よするに.城中〈じやうちう〉はし

そまりかへつて.音〈おと〉もなし.謀計〈はかりごと〉 

にやとしばらく.馬〈むま〉をひかへし.所〈ところ〉に.櫓〈やぐら〉の.楯〈たて〉をおしひらき.小栗父子〈をぐ

りふし〉は.兜〈かふと〉をぬき.膝〈ひざ〉まづき.寄〈よせ〉 

.手〈て〉にむかつて申けるは.先以〈まづもつて〉.遠路〈ゑんろ〉の.御發向〈ごはつかう〉おそれ.入〈いり〉

候なり.併〈しかし〉ながら.管領家〈くわんれいけ〉には.餘〈あま〉り 

ににげなき.御所業〈ごしよぎやう〉に候なれ.某父子〈それがしふし〉.御誅戮〈ごちうりく〉あるべくは.御使

〈をんつかひ〉壱人たまわるに 

おゐては.一族〈いちぞく〉.残〈のこ〉らず.自害〈じがひ〉つかまつり.宿意〈しゆくい〉なき.心底〈しんてい〉

に.一命〈いちめい〉を.差上〈さしあけ〉.君〈きみ〉の御ふしんを 

.晴〈はらし〉たてまつるべきに.恐〈おそ〉れながら. 滿重父子〈みつしげふし〉においては.君〈きみ〉に.對

〈たゐ〉し.奉〈たてまつ〉り.弓弦所存〈ゆみひくしよぞん〉.毛頭〈もうとう〉こ 

れなく.某等〈それがしら〉か.申條〈もふすでう〉.一應〈いちをう〉とくと御.聞入〈きゝいれ〉あらば.讒者〈さ

んしや〉の.舌〈した〉の.根〈ね〉を.引〈ひき〉ぬき.其〈その〉のち.心〈こゝろ〉して 

.自害仕〈しがいつかまつ〉りたく候と.演舌〈ゑんぜつ〉す.桃井直弘〈もゝのゐたゞひろ〉.小栗父子〈をぐ

りふし〉が.罪〈つみ〉なくて.亡〈ほろび〉んことを.愁〈うれ〉ひ.思〈おも〉ひて.済〈すみ〉し 

.猶餘〈ゆうよ〉して.見〈み〉えければ.一色〈いつしき〉はいら.立〈たち〉つゝ.詮〈せん〉なきことば.戦〈たゝ

か〉ひ.無用〈むよう〉なりあれ.射〈い〉てをとせと.下知〈けち〉しけ 

れば.小栗父子〈をぐりふし〉は.完尓〈くわんし〉とうち.笑〈ゑみ〉.其義〈そのぎ〉ならば.是悲〈ぜひ〉もな

し.恐〈おそ〉れながら.一矢〈ひとや〉.参〈まゐ〉らせんと十郎.助重〈すけしけ〉 

.弓引〈ゆみひき〉よせ.白羽〈しらは〉の.束矢〈そや〉を.打〈うち〉つがひ五人.張〈ばり〉に.十四束〈しうし

そく〉を.切〈きつ〉てはなせば.其矢〈そのや〉ひとつ.一色〈いつしき〉が.兜〈かふと〉の 

 

［12右］ 

.鍬泻射〈くわがたい〉きつたりこれを.軍〈いくさ〉の.始〈はじ〉めとして.数〈かず〉の.寄手〈よせて〉も.小

栗父子〈をぐりふし〉の.弓勢〈ゆんぜい〉するどき.早業〈はやわざ〉に 

あぐんでさらに.近〈ちか〉ならざれば.満重〈みつしげ〉ざゐを.打〈うち〉ふりて.者〈もの〉ともすゝめと.下

知〈げじ〉はげしく.城門〈じやうもん〉は 

.打〈うち〉ひらき. 滿重〈みつしげ〉が.伯父小栗助〈をじをぐりすけ〉兵衛.正豊行年積〈まさとよきやうね

んつもり〉て六十七.才〈さゐ〉は.舎弟〈しやてい〉.治郎〈しろ〉右衛門.重秀〈しげひて〉 

六十三才二人の.老武者兜〈おいむしやかぶと〉の.間〈あひた〉に.白髪〈はくはつ〉を.乱〈みだ〉し.栗毛

〈くりげ〉の.馬〈むま〉に.打〈うち〉またがり二百五十.騎〈き〉を.一〈ひと〉 

.手〈て〉に.備〈そなへ〉へ.桃井〈もゝのゐ〉には目もかけず.一色〈いつしき〉が.備〈そな〉へにつきかゝれ

ば.詮秀〈あきひで〉もこゝを.先途〈せんと〉と.戦〈たゝか〉ひしが.最前〈さいせん〉 

.助重〈すけしげ〉に.兜〈かぶと〉を.射〈い〉られ.頭上〈つじやう〉に.薄手〈うすで〉を.負〈をひ〉けるが.今

手〈いまて〉いたくも.戦〈たゝかひ〉しゆへ大ひにつかれ.百騎〈ひやくき〉 
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ばかりに.討〈うた〉れつゝ.散〈さん〉を.乱〈みだ〉してひきしりでゝ.替〈かわつ〉て.大井𠮷見〈をほゐよし

み〉と.戦〈たゝか〉ふを. 滿重〈みつしけ〉.城〈しろ〉よりこれを.見〈み〉 

やり.味方〈みかた〉は.最前〈さいぜん〉より.戦〈たゝか〉ひに.疲〈つか〉れたり.討〈うた〉すなつゞけとよ

ばわる.程〈ほど〉に.助重〈すけしげ〉が.郎黨風間〈らうどうかさんま〉 

.後藤田辺池片岡〈ごとうたなへいけかたをか〉なんどいふ.一騎當千〈いつきとうせん〉の.若武者〈わか

むしや〉三十.騎〈き〉ばかりに.我〈われ〉をとらじとはせ.出〈いた〉し 

.味方〈みかた〉を.助〈たす〉け.戦〈たゝか〉ふたり.手負打死骸〈ておひうちしにかばね〉をつんで.小栗方

〈をぐりかた〉も五十.騎〈き〉ばかり.打〈うた〉れつゝ.合引〈あいびき〉に 

なす.折〈をり〉からに.結城梶原山名〈ゆうきかじはらやまな〉の.新手〈あらて〉うつてかゝれば.小栗方〈を

ぐりかた〉は.有無〈うむ〉をもいわず.引〈ひき〉かへし 

.正豊重秀助重等〈まさとよしげひですけしげら〉.備〈そなへ〉を.魚鱗〈きよりん〉にたてなをし.万字巴〈ま

んじともへ〉ときつてかゝり.死〈し〉ねや.進〈すゝ〉めと 

 

［12左］ 

.下知〈げじ〉をなし.入乱〈いりみだれ〉て戦ひけるかよせては.小勢〈こぜい〉とあなどりて.思〈おも〉ひの

外に.攻〈せめ〉あくみ.色〈いろ〉めく所へ 

.小栗〈をぐり〉が.家臣〈いへのこ〉.池〈いけ〉の.庄司助長後藤大八高次〈せうじすけながごとうたいはち

たかつく〉と名のりをあけてあたるをさいわひ.太刀振〈たちふり〉 

かさし.電光石火〈でんくわうせつくわ〉となぎたつれば.此勢〈このいきを〉ひに.鎌倉方既〈かまくらかた

すで〉に.敗〈はい〉ぼくと.見〈み〉へたる折から木戸 

.田村〈たむら〉はふみ.止〈とゞま〉り.敵〈てき〉はわづかに.小勢〈こぜい〉なるぞつゞき給へといふ.程〈ほ

ど〉によせては.是〈これ〉に.気〈き〉をとり 

.直〈なを〉ししばしが.程〈ほと〉は.戦〈たゝか〉ふたり.山名〈やまな〉は是にはけまされ取てかへして.太刀

〈たち〉なげ.捨〈すて〉.小栗正豊〈をぐりまさとよ〉とむ 

んずと.組〈くみ〉しはらく.勝負〈しやうぶ〉もわかたざりしが.正豊〈まさとよ〉は.老武者〈おひむしや〉とい

ひ.最前〈さいせん〉よりの.戦〈たゝか〉ひに.疲〈つか〉れ 

しかは.既〈すて〉にあやうき.其折〈そのおり〉から.池〈いけ〉の.庄司〈しやうじ〉かけ来たり山名が.馬〈む

ま〉の.肥〈ふと〉もゝを.大身〈をゝみ〉の.鑓〈やり〉にて 

くさとつけば.馬〈むま〉は驚きはねあがり□ともにたをるゝ.所〈ところ〉を.正豊〈まさとよ〉したりと.馬〈む

ま〉より.飛〈とび〉をり.早〈はや〉く 

も.山名〈やまな〉を.生捕〈いけどり〉けり.鎌倉方〈かまくらがた〉の.諸将衆率〈しよしやうしゆそつ〉が.心

〈こゝろ〉は.矢〈や〉たけにはやれども.山名〈やまな〉を.敵〈てき〉にとりこと 

され.力〈ちから〉を.失〈うしな〉ひしどろになり.風〈かぜ〉に木の.葉〈は〉をちらすが.如〈ごと〉く.右往左

往〈うをうさをう〉に.敗北〈はいぼく〉すれば.鎌倉勢〈かまくらぜい〉 

は.論方〈ろんかた〉なく.兵〈へい〉をまとめてひき.退〈しりぞ〉く.小栗方〈をぐりがた〉も.数度〈すと〉の.

戦〈たゝか〉ひにつかれ.貝〈かひ〉をならして.勝時〈かちどき〉あげ.兵〈ひやう〉を.集〈あつ〉 

めて.城中〈じやうちう〉へこそしりぞきける ○ かくて.両陳〈りやうちん〉たかひに.軍〈いくさ〉をとゞめ.小

栗〈をぐり〉か.城中〈じやうちう〉に.諸卒〈しようそつ〉を.集〈あつめ〉て 
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［13右］ 

.小栗父子一族〈をくりふしいちぞく〉 

.髙嶺〈かふれい〉に 

.物見〈ものみ〉して.敵〈てき〉 

.陳〈ちん〉を.伺〈うかゝ〉ふ.圖〈づ〉 

 

［１３左］ 

.首〈くび〉じゆつ.見〈けん〉する.程〈ほど〉に.討〈うち〉とる.首〈しつ〉 

きう.都合〈つがう〉二百五十三.味方〈みかた〉の.討死手負〈うちしにてをい〉ともわづかに 

百一人なり池の.庄司〈しやうじ〉は.今日〈けふ〉の.軍〈いくさ〉に.生捕〈いけどり〉たる.敵将〈てきしや

う〉山名 

.氏治〈うじはる〉を. 滿重〈みつしげ〉が.前〈まへ〉にひきすへければ.満重〈みつしげ〉は.是〈これ〉を.見

〈み〉る.ゟ〈より〉 

.自〈みづか〉ら山名がいましめをとき.礼義〈れいぎ〉を.厚〈あつ〉く山名にむかひ 

申けるは.某君〈それがしきみ〉の御ふしんを.蒙〈かふむ〉り.蟄居〈ちつきよ〉つかまつり候 

所.全〈まつた〉き.虚実〈きよじつ〉の御たゞしもなく御馬をむけられし 

ゆへよんどころなく.一族〈いちぞく〉御.敵〈てき〉となつたれば.滅亡〈めつぼう〉は.近〈ちか〉きに 

ありあわれ此上は小栗家これまでの.軍功〈ぐんこう〉を 

おぼしめされ.讒者〈ざんしや〉一色.詮秀〈あきひで〉を給わる 

におゐては一.族自害〈ぞくじがい〉つかまつり.君恩〈くんおん〉を 

.報〈ほふ〉じたてまつらんとの願ひなり此おもむき 

 

［14右］ 

.御帰陳〈ごきぢん〉ありてよろしく.御前〈ごぜん〉御.執〈とり〉なし.頼〈たの〉み.入〈いり〉たてまつると.泪

〈なみだ〉をながしたのみしかば.山名〈やまな〉は 

.一色〈いつしき〉と.同意〈どうい〉の.者〈もの〉なりしが.小栗〈をぐり〉か.心底別異〈しんていべつい〉な

きむねはじめて.聞〈きゝ〉しかば一色にあざむかれたるを 

.後悔〈くはうくわい〉して.共〈とも〉に.落泣〈らくるい〉なし.委細〈いさい〉とくとうけ給りさつそくとゞけ候と

て.城門〈じやうもん〉を.出〈いて〉ける.折〈をり〉 

に十郎.助重城外〈すけしげじやうぐはひ〉にもの.見〈み〉して.居〈ゐ〉たりしが.今〈いま〉山名が.城〈し

ろ〉をいづるを.見〈み〉て.逃帰〈にげかへ〉るとや.思〈おも〉ひけん 

のがさじやらじとおひかくる山名は.是〈これ〉にふりかへりしか／˝＼と.満重〈みつしげ〉が.傳言〈でんご

ん〉のよし.語〈かた〉り 

けれど.勇雄〈はやりを〉の十郎助重.耳〈みゝ〉にもいれずはつたと.白眼汝〈しらみなんじ〉も.讒者〈ざん

しや〉の一人なればのがすまじと 

きつてかゝるその.儀〈ぎ〉ならば.是悲〈ぜひ〉もなしと.大太刀〈おほだち〉をぬきかざし小栗が八.騎〈き〉

のたゞ.中〈なか〉へ山名は 
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.一騎馬〈いつきむま〉をのり.入〈いれ〉.兵率〈ひやうそつ〉三.騎〈ぎ〉きつて.落〈おと〉しその.身〈み〉も.

深手〈ふかで〉を.負〈おひ〉ければ.今〈いま〉は.是迄〈これまで〉とやおもひ 

太刀をくわへて.馬〈むま〉よりどうと.落〈おち〉たる.程〈ほど〉に.件〈くだん〉の.太刀〈たち〉はゑりへつら

ぬき.血煙〈ちけぶ〉り.立〈たつ〉てうせにけり 

助重山名が.首打落〈くびうちおと〉し.城内〈じやうない〉にはせ.来〈きた〉り.父〈ち〉が.前〈まへ〉に.持

〈もち〉きたるに満重.見〈み〉るより大ひに.驚〈おどろ〉き 

.嗚呼〈あゝ〉あやまてり／＼.元来〈ぐわんらい〉山名は.直〈すぐ〉なる.人〈ひと〉ゆへ一色が.侫弁〈ねい

べん〉を.誠〈まこと〉と.思〈おも〉ひ.彼〈かれ〉と.同意〈どうい〉したる 

.者〈もの〉なり.故〈ゆへ〉に.最前縄〈さいぜんなは〉をとき.礼〈れい〉を.尽〈つく〉し.我〈われ〉／＼が.罪

〈つみ〉なき.㫖〈むね〉をかたりつゝ.帰陳〈きじん〉させしなり 

 

［14左］ 

とてしたすら.歎息〈たんそく〉すれども有べきにあらざればかの.首〈くび〉を.深〈ふか〉く.納〈おさめ〉て.

扨一族〈さていちぞく〉を.集會〈しうくわひ〉 

して申けるは今日の.戦〈たゝか〉ひ.味〈み〉かた.十分〈じうふん〉の.勝利〈しやうり〉なれば.最早〈もは

や〉心にかゝる.雲〈くも〉なし.自害〈じがい〉せんと 

思ふなり助重一人此世に.止〈とゞま〉り.時運〈しうん〉をはかり.侫臣〈ねいじん〉一色詮秀が首をとりて

父をはじめ 

一族のめん／＼へ.黄泉〈くわうせん〉の.手向〈たむけ〉に.備〈そな〉へよと申ければ助重是をきくよりい

かでさる事の 

候べき.切腹〈せつふく〉して.命途〈めいど〉の.御供〈をんとも〉つかまつらんと思ひつめたる.有様〈ありさ

ま〉に満重かさねて申ける様 

.汝〈なんぢ〉は.父〈ちゝ〉が言葉をそむき此謀中にて.自害〈じがひ〉せば.當家〈とうけ〉の.血統〈けつと

う〉長く.絶〈たへ〉なば.先祖〈せんぞ〉へたいし 

.不幸〈ふかう〉なるぞさなくば.親子恩愛〈おやこおんあい〉のきづなをきつて.勘當〈かんどう〉なりといか

りを.含〈ふく〉み 

て申ければ助重ちからなく父の言葉を.逆〈そむ〉きがたく.跡〈あと〉へ心はのこれども十.騎〈き〉の 

.郎黨〈らうどう〉ひきつれてからめての小門より.何國〈いづく〉ともなく.落〈おち〉ゆきけり城中に.残〈の

こ〉りたる 

.人〈ひと〉／＼には小栗孫五郎.満重〈みつしげ〉.伯父〈おぢ〉助兵衛.正豊〈まさとよ〉同次郎右ヱ門.重

秀〈しげひで〉.郎黨〈らふどふ〉には.風間〈かざま〉 

.新〈しん〉六.政為〈まさため〉同.新〈しん〉助.正明〈まさあきら〉.片岡嘉〈かたおかか〉兵衛.晴正〈はる

まさ〉.水戸〈みと〉五助.長末〈おさすへ〉これ.等〈ら〉をはじめとして 

.主従〈しゆう／＼〉十三人こゝかしこに.火〈ひ〉をかけて.皆々生害〈みな／＼しやうがい〉なす.程〈ほど〉

に火は.諸方〈しよほう〉にもへうつり 

 

［15右］ 
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.一面〈いちめん〉の.炎〈ほのを〉となりしかば.寄手〈よせて〉は.火〈ひ〉の.手〈て〉のあがるを.見〈み〉て

われも／＼と.城中〈しやうちう〉へこみ.入死害〈いりしがい〉を 

いち／＼あらたむるに助重は見へざりけり.足利左馬頭持氏朝臣〈あしかゞさまのかみもちうじあそん〉は

小栗.一族〈いちぞく〉を不日に 

.御退治〈おんたいち〉ありて.鎌倉〈かまくら〉へ.御帰舘〈ごきくわん〉ありそれ／＼に.恩賞〈おんしやう〉

をそ給わりける.然〈しか〉るに.京都〈きやうと〉より 

.執権上椙安房守憲実〈しゆつけんうへすぎあわのかみのりさね〉.下着〈げちやく〉して小栗が始未をつ

ぶさにきゝ.大〈おほ〉ひに.驚〈おどろ〉き御前へ 

出て申やう小栗は.忠臣無〈ちうしんむ〉二にしてすこしもわたくしなくことに満重が父なる重視は 

.京都〈きやうと〉よりの.附人〈つけびと〉なれば.得〈とく〉と御たゞしもなく.疎忽〈そこつ〉の.御征罰〈ごせ

いばつ〉おそれながら御.落度〈おちど〉なるべし 

と小栗が.罪〈つみ〉なき.㫖〈むね〉をいち／＼.証古〈しやうこ〉を.言上〈ごんじやう〉するにぞ鎌倉殿はな

ただ.後悔〈かうくわい〉の御有 

さまなりければ一色.詮秀面目〈あきひでめんぼく〉なく.病気〈びやうき〉といつわりしばらく.蟄居〈ちつき

よ〉してゐたりける 

が今度小栗一家.滅亡〈めつぼう〉するといへども十郎助重が.行衛知〈ゆくゑし〉れざれば.若〈もし〉上

椙が.吹挙〈すいきよ〉 

によつて彼をめしかへさるゝに於ては身の上の一大事なり.何卒尋〈なにとぞたづね〉いだしてうし 

なわんものをと心を.碎〈くたく〉といへとも上椙御前にあつて.自由〈じゆう〉ならねば.謀計〈ぼうけい〉を

もつて 

憲実を罪に.落〈おと〉さんと.虎狼〈ころう〉の心をさしはさみ深くも.悪謀〈あくけい〉をたくみける 

 

［15左］ 

第二回 

小栗十郎.助重〈すけしげ〉は.主従〈しゆう／˝＼〉十一.騎〈き〉.父〈ちゝ〉の.遺命〈いめい〉もだしかたく.

應永〈おうゑひ〉三十年九月三日.常陸〈ひたち〉の 

.居城〈きよじゆう〉を.忍〈しの〉び.出〈いで〉つゝ時を.待〈まち〉て.上椙〈うへすぎ〉につき.君〈きみ〉の.

御勘気〈ごかんき〉御めんを.願〈ねが〉はんものをとて.姿〈すがた〉を 

やつし.身〈み〉をしのひて.鎌倉〈かまくら〉のほとりなる.権現堂〈ごんけんどう〉といへる.所〈ところ〉にし

ばらく.旅宿〈りよしゆく〉して.居〈ゐ〉 

たりけるこゝに.横山大膳安秀〈よこやまだいぜんやすひで〉といへる.者〈もの〉あり.暴悪不道〈ぼうあくふ

どう〉の.者〈もの〉なるが.前〈さき〉の.管領氏光朝〈くはんれいうじみつあ〉 

.臣〈そん〉の.時〈とき〉.御勘當〈ごかんとう〉を.蒙〈かふむ〉り.民間〈みんかん〉にくだりけれども.飩欲邪

見〈どんよくしやけん〉の.悪物〈わるもの〉にて.浮〈うか〉べる.雲〈くも〉の.冨〈とみ〉 

に.沈〈ふけ〉り.傍若無人〈ぼうじやくぶにん〉にふるまひけり.然〈しか〉るに.此横山〈このよこやま〉が.養

女〈やうぢよ〉に.照手〈てるて〉といへる.一人〈ひとり〉の.娘有〈むすめあり〉て 

.容色〈やうしよく〉たぐひなき.美人〈びじん〉にて.詩歌連俳琴碁書画〈しかれんはいきんきしよくは〉はい

ふもさらなり.女〈をんな〉の.手業何〈てわさなに〉くれ 
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となく.習〈ならひ〉おぼへて.天性才〈てんせのさい〉たけ.武藝〈ぶげい〉にもくらからずこれかために.近

郷〈きんがう〉の.若士玉章〈わかさむらひたまづさ〉に 

.思〈をも〉ひを.述〈のべ〉ていゝよれども.照手〈てるて〉の.心〈こゝろ〉にかなふはなくことさら.深尽〈しん

そう〉のうちにあれは.踏〈くつ〉を.隔〈へた〉 

てゝかゆきをこらへ.垣〈かき〉をおきて.物〈もの〉いふごとく.辺〈ほと〉りへさへよる.事〈こと〉あたわされ

ばいたづらに.心〈こゝろ〉を 

なやます者のみ.多〈おほ〉かりける.照手姫〈てるてひめ〉は.日頃〈ひごろ〉.江〈ゑ〉の.島弁才天〈しまべ

んざいてん〉を.信仰〈しんかう〉しつ.折々〈おり／＼〉あゆみを 

 

［16上段］ 

はこひけるがけふしも.忍〈しのび〉て.腰元女童下部〈こしもとあまわらべしもべ〉ともにやうやく.三人〈み

たり〉ばかり.供人然〈ともひとしかる〉へ 

かつぎまぶかに.打〈うち〉かつぎて.金亀山〈きんきさん〉に.詣〈もふで〉つゝ.足〈あし〉はやに.下向〈げか

う〉なし.宿所〈しゆくしよ〉をさして.急〈いそ〉く 

.折〈おり〉しもいたく.酔〈ゑひ〉たる.若士〈わかさむらひ〉の.三人〈みたり〉つれだちつゝ.羽衣〈はころも〉

の.謡声〈うたいこわ〉 

.高〈たか〉にうたひつゝ.一歩〈いつほ〉は.高〈たか〉く.一歩〈いつほ〉は.低〈ひく〉く.滄々〈さう／＼〉.

浪々〈らう／＼〉として 

.足〈あし〉もしとろにきたりしが.照手主従〈てるてしゆう／˝＼〉の.女〈をんな〉つれなるを 

.打見〈うちみ〉やり.左右〈さゆう〉より.立〈たち〉ふさがり.瓢箪〈ひやうたん〉の.吸筒〈すひづゝ〉 

.取〈とり〉いだし.盃〈さかつき〉さしつけ.照手〈てるて〉の.袖〈そで〉にしなだれかゝり 

.是〈これ〉はいづれの.姫〈ひめ〉にてあるかしらざれども.江〈ゑ〉の.島〈しま〉 

.詣〈もふで〉と.見〈み〉うけしなり.某等〈それがしら〉も.勤役〈きんやく〉の.間金亀山〈いとまきんきざん〉

へ 

.詣〈もふで〉るなり.袖振〈そでふり〉あふも.他性〈たしやう〉の.縁〈ゑん〉.當山〈とうざん〉の 

.神躰〈しんたい〉よりなをも.尊〈とふと〉き.御来光〈こらいくはう〉の 

.御顔〈をんかほ〉ばせを.拝〈はい〉しまつるは.下世話〈げせわ〉にいへる 

.生〈つき〉た.弁天持〈べんてんもち〉あわせたる.神酒〈みき〉ひとつ 

そなへまつらんと.一盃〈いつさん〉すご 

してそれがし.等〈ら〉が.信心〈しんじん〉の 

.誠心〈まこゝろ〉をあはれみ給ひて.普通〈ふつう〉の 

.利益〈りやく〉 

をゑさせ 

給へと 

さかづ 

き 

 

［16下段］ 
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.取〈とり〉たしさしつくれば 

.酒狂〈しゆきやう〉の.者〈もの〉と.腰〈こし〉もと 

.下部立〈しもべたち〉ふさがりて 

へだつるを.彼三人〈かのさんにん〉 

の.武士〈さむらい〉は.眼〈まなこ〉を 

すへてはつたと 

.白眼邪广〈にらみじやま〉 

ひろく 

.匹婦下郎〈ひつふげらう〉 

ざんじの.間〈あいだ〉 

.姫〈ひめ〉をかりるに 

わいらか.知〈し〉つた 

.事〈こと〉にやあらん 

.直〈すぐ〉にかさばそれで 

よしさゝゆるならは 

 

［17右］ 

からき.目見〈めみ〉せんと.姫〈ひめ〉が.前後〈ぜんご〉に.附〈つき〉まとひ.左右〈さゆう〉の.手〈て〉を.採

〈とり〉しなだれかゝれば.姫〈ひめ〉はあな 

やとふりはらふを.猶〈なを〉こりずまに.打〈うち〉よりて.手篭〈てこめ〉にせんとするおりから小栗十郎 

.助重〈すけしげ〉はこれもをなじく.弁才天〈べんざいてん〉へさんけいの.戻〈もど〉り.足女〈あしをんな〉

をとらへて.武家〈ふけ〉の.身〈み〉がかく 

までみだりの.有様〈ありさま〉を.見〈み〉るに.忍〈しの〉ひずはせよりて.一人〈ひとり〉の.武士〈ぶし〉が

ゑりがみ.掴〈つか〉みもんどり 

うつてずでん.倒〈どう〉これにおどろく.一人〈ひとり〉の.武士刀〈ぶしかたな〉にそり.打大音〈うちだいを

ん〉あげ.何者〈なにもの〉なれば.我々〈われ／＼〉 

が.遊山〈ゆさん〉のさまたげ.竒怪〈きつくわい〉なり.覚悟〈かくご〉をせよと.一同〈いちどう〉に.身〈み〉

がまへなせば.冷笑〈あざわら〉ひされは 

.身〈み〉どもは.青雲〈せいうん〉をふみはづしたる.天竺浪人〈てんじくろうにん〉.貴殿〈きでん〉たちは仕.

官〈くはん〉の.身〈み〉の.女〈をんな〉をとらへて 

この.場〈ば〉の.仕義〈しぎ〉は.武士〈ぶし〉ににげなき.人面獣心對刀〈にんめんじうしんたいとう〉の.手

前〈てまへ〉も.耻〈はぢ〉ずかゝる.所業〈しよぎやう〉は.何事〈なにこと〉な 

るや.士〈し〉は.合〈あい〉たがひ.武門〈ぶもん〉の.耻辱是〈ちゞよくこれ〉を.制〈せい〉するあやまりなる

かと.優然〈ゆうぜん〉として.有〈あり〉けれ 

ば.三人〈みたり〉の.武士〈ふし〉は大ひに.怒〈いか〉り.物ないわせぞ.打〈うち〉とれと.氷〈こふり〉の.刃

抜〈やいばぬき〉かざし.前後左右〈せんごさゆう〉へうち 

かゝればしや小しやくなるうぢ.虫〈むし〉めら.血汐〈ちしほ〉を.染〈そむ〉るは.刀〈かたな〉のけがれと.腰

〈こし〉なる.鉄扇〈でつせん〉ぬき 
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.持〈もち〉つゝあなたこなたへ.飛鳥〈ひちやう〉の.如〈ごと〉く.一人〈ひとり〉の.刀〈かたな〉うちおとしと

られんとするを.鉄扇〈てつせん〉にて 

 

［17左］ 

.三眉〈みけん〉を目がけてはつしとうてば目くるめきて.倒〈たを〉るゝ所を.左右〈さゆう〉の二人りはなを 

こりずまにうちかゝるを.一人〈ひとり〉の.脇腹〈わきばら〉はつしとけあげ.今〈いま〉一人の.首筋〈くひす

ち〉つかんで目 

より高くさし上つゝ.濱辺〈はまべ〉の.砂〈すな〉にめりこむ.程〈ほど〉ちからにまかせて.打〈うち〉つくれば

此はたらきに 

.辟易〈へきえき〉して.頭〈かしら〉を.抱〈かゝ〉へ.腰〈こし〉をさすり.雲〈くも〉を.霞〈かすみ〉と.逃消〈に

けさり〉けり.照手主従〈てるてしゆう／＼〉は此.有様〈ありさま〉を見るよりも 

.何〈なに〉か.腰元〈こしもと〉に.打〈うち〉さゝやけば.腰〈こし〉元は小栗が.側〈そば〉にいたり.小腰〈こゞ

し〉を.屈〈かゞめ〉いつれの殿に渡らせ給ふ 

や.只〈たゞ〉今の.生酔〈なまゑひ〉が.忍〈しのび〉の.供〈とも〉の.小勢〈こぜい〉をあなどり.狼籍〈らうせ

き〉におよびしを.君〈きみ〉にすくわれ 

たてまつり.恙〈つゝが〉なきことをゑたりわらはが.主〈しゆう〉は.鎌倉〈かまくら〉の八ツ七.郷〈がう〉にか

くれなき横山殿 

の.息女〈そくぢよ〉なり.君〈きみ〉の.御舘〈みやかた〉御名までうけ給りはへりて.後日〈ごにち〉御.礼〈れ

い〉ながら.参上〈さんじやう〉せんと 

.念〈ねん〉ごろに.問〈とい〉かくれば小栗は.衣服〈いふく〉の.塵〈ちり〉うちはらひ.某〈それかし〉ことは.

故〈ゆへ〉あつて.浪〈ろう〉／＼の 

よるべなく.何所〈いづく〉と.定〈さだ〉めぬ身の.上〈うへ〉なり女子.連〈づれ〉もなんぎを見うけこらへか

ねて.今〈いま〉の 

.次第決〈しだいけつし〉て御.礼〈れい〉の御.沙汰〈さた〉におよばす.御縁〈ごゑん〉もあらはまた.重〈か

さね〉てとゆかんとするを 

.袖〈そで〉ひきとめ御.浪々〈らう／＼〉の御身なれば.旅宿〈りよしゆく〉こそ候べしあかしたまへと.再〈さ

ひ〉三.問〈と〉われて 

 

［18上段］ 

すげなくもいゝかね 

つゝ.権現堂〈こんげんどう〉の 

.旅宿〈りよしゆく〉をあかし 

わかれてこそは 

かへりけれ 

○ さても 

.小栗助重〈をくりすけしけ〉は 

.権現堂〈こんけんどう〉の.旅宿〈りよしゆく〉 

にもどりつゝ 
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.家〈いへ〉の.仇〈あだ〉たる 

.一色〈いつしき〉が.様子〈やうす〉 

を.探〈さぐ〉れども 

.悪害堅固〈あくがいけんこ〉に 

かまへたればさら 

に.事情〈しじやう〉も 

わかち.難〈がた〉く 

此ごろは 

.十騎〈しつき〉の 

.郎黨〈らうどう〉 

それ／˝＼ 

に.姿〈すがた〉 

をやつし 

.日々〈ひゞ〉.鎌倉〈かまくら〉の 

.町〈まち〉に入こみ 

 

［18下段］ 

かたきの.実否〈じつふ〉をさぐら 

せける.中〈なか〉にも.後藤兵〈ごとうひやう〉助は 

.小間物商人〈こまものあきんど〉に.身〈み〉をやつし 

.大小名〈たいせうみやう〉の.舘〈やかた〉にいり 

こみ.世〈よ〉の.風説〈とりさた〉を 

うかゞふ.程〈ほど〉に 

けふしも 

.荷箱〈にばこ〉.背〈せ〉 

.負〈おひ〉つゝ.声〈こゑ〉 

たか／˝＼と 

.香具〈かうく〉の数 

.品〈しん〉をよび 

たつれば 

.郷士〈がうし〉の.別荘〈べつそう〉とも 

みへし.構〈かまへ〉より.下部〈しもべ〉 

一人はせきたり御 

.勝手〈かつて〉にて.腰元〈こしもと〉たちが 

.小間物〈こまもの〉の.御用〈こよう〉ありと 

よひ給ふにこなたに 

 

［19右］ 
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きたれとよばわれば.後藤〈ごとう〉は 

下部にうちつゞき 

.勝手〈かつて〉にいたれば.何〈なに〉 

くれとしな／゛＼を 

あきなひつゝ夫より日 

経てまた／＼かしこへいたり 

.後〈のち〉には日々に.出入〈でいり〉つゝ 

.腰〈こし〉もとの.女達〈をんなたち〉が.諸〈しよ〉 

.用〈よう〉など.足〈た〉しつゝ 

ありける.程〈ほど〉に横山が.別荘〈べつそう〉 

なることを.知〈し〉りこの横山こそ.主家〈しゆうか〉 

の.仇〈あだ〉たる一.色〈しき〉と.交〈まじわ〉り深きよし.聞〈きゝ〉 

 

［19左］ 

およべは.手蔓〈てづる〉を.得〈え〉たりと.心中〈しんちゅう〉によろこびつゝかしこに.出〈で〉入おりからに

は.腰〈こし〉もと 

の.女子〈をなご〉たちと.浮世雑談〈うきよざうだん〉なにくれと.兎角〈とかく〉心に.叶〈かな〉ふ事など.物

〈もの〉がたれば.兵助〈ひやうすけ〉 

の.来〈き〉たる日を.待〈まち〉かねて二なき.者〈もの〉におもひけりある日.兵〈ひやう〉助はまた横山か.

舘〈たち〉にいた 

り.品物〈しなもの〉をひさぎつゝ.物語〈ものがたり〉してありし.程〈ほど〉に.此別舘〈このべつやかた〉に

みやづかへする.田毎〈たごと〉といへるが 

.兵〈ひやう〉助にうちむかひそもじ.達〈たち〉は.鎌倉〈かまくら〉中の.武家〈ふけ〉町かたまでも.手廣〈て

びろ〉く.業〈なりは〉ひなす 

.物〈もの〉ならん.権現堂〈ごんげんどう〉のほとりへも.出入〈いでいる〉ところの.有〈あり〉けるやと.子細

〈しさい〉ありげにたづぬる 

にぞ.兼〈かね〉て.主〈しゆう〉なる助.重〈しげ〉のはなせしこともありけるほどに.後藤〈ことう〉は.心〈し

ん〉中に.笑〈ゑみ〉をふく 

みさん候.権現堂〈ごんげんどう〉の.近辺〈きんへん〉はのこりなく.商〈あきな〉ひにまいるなれば.何所〈い

づこ〉といふて.知〈し〉らぬ 

.家〈いへ〉はこれなしとこたゆるにぞ.田毎〈たこと〉はすりよりて.声〈こゑ〉をしそめさうなればこれを 

.問〈とは〉んがかならず.他言〈たごん〉は.無用〈むよう〉なり.別義〈べつぎ〉には候はずかの.辺〈ほとり〉

に.旅宿〈りよしゆく〉せるかやう／＼の 

.浪人〈ろうにん〉をば.知〈し〉らざるやと.再〈ふたゝ〉び.問〈とわ〉れて.兵〈ひやう〉助は.如何〈いか〉に

も.知〈し〉りて候なりとまめだ 

ちてこたゆるにぞ.田毎〈たごと〉は.声〈こゑ〉をしそめさすればそもじが.知〈し〉る.人〈ひと〉ならば.是〈こ

れ〉さいわひの 
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［20右］ 

.便義〈びんぎ〉なり.彼人〈かのひと〉にわらはが御.目〈め〉にかゝり.厚〈あつ〉くも.礼〈れい〉を.述〈の

ぶ〉べきなれとみやづかへの身の 

.心〈こころ〉にまかせずけふまでもうちすきしなりそのゆへは.主〈しゆう〉の.娘照手〈むすめてるて〉姫が

江の.島〈しま〉もふで 

のかへるさに.狼藉〈らうぜき〉に.出〈いで〉あひて主従なんぎに.及〈およ〉びしを.彼〈かの〉よしありげな

る.浪人〈ろうにん〉にすく 

われし.始〈はじめ〉をいへばかやう／＼.終〈をわり〉をはなせばしか／˝＼と.念頃〈ねんごろ〉ににかたり

つゝ.何卒〈なにとそ〉そもじが 

かの人にゆき.合〈あ〉ふことのありしおりに.此玉章〈このたまづさ〉をとゞけてたべとふくさにつゝみし.一

通〈いつつう〉 

を.兵〈ひやう〉助にゆだねければ.後藤〈ごとう〉はさつそく是をうけがひて.横山〈よこやま〉が.別舘〈へつ

やかた〉を.立出〈たちいで〉つゝ.旅宿〈りよしゆく〉 

に.戻〈もど〉り.主〈しゆう〉なる助.重〈しげ〉にかくといげ.照手〈てるて〉姫が.玉章〈たまつさ〉をとりいだ

し助.重〈しげ〉にわたしける 

にぞ.助重〈すけしげ〉は.手〈て〉ばやくうち.開〈ひら〉き.是〈これ〉を.讀〈よむ〉にさきごろ.狼藉〈らうぜ

き〉者に.出合〈であい〉しおりから 

.君〈きみ〉にあやうきをすくわれたてまつりし事の.悦〈よろこ〉ばしさなどこま／＼と.礼〈れい〉をのべた

る.文〈ぶん〉 

.章〈しやう〉.筆勢妙〈ひつせいめう〉にして.麗〈うるわ〉しく助.重〈しげ〉も.照手〈てるて〉が.才能〈さい

のう〉おもひやられつゝそのかへし.言〈ごと〉を.後藤〈ごとう〉に 

もたせてまた／＼かしこに.遣〈つかわ〉しける ○ さても横山が.別荘〈へつさう〉には.照手〈てるて〉姫.

腰元〈こしもと〉の.田毎〈たこと〉が 

はからひにてはからずもあやうきを.救〈すくは〉れし.情人〈こいびと〉の.住家〈すみか〉も.知〈し〉れしよし

なれはその 

 

［20左］ 

.返事〈へんじ〉をさへ.待〈まつ〉をりに.小間物賣〈こまものうり〉の.兵助〈ひやうすけ〉がきたりて.助重

〈すけしげ〉の.返書〈へんしょ〉をたづさへきたれ 

ば.念〈ねん〉あることにおもひつゝかの.浪人〈ろうにん〉のけだかき.風俗〈ふうぞく〉のみかは.文武〈ぶん

ふ〉かしこき.勇雄〈ますらを〉なるその 

.系圖〈けいづ〉さへよしあるなど.兵〈ひやう〉助が.話〈はな〉せしを.田毎〈たこと〉よりうちきゝて.凡〈をよ

そ〉女子と.生〈むま〉れたらん 

にはかの.君〈きみ〉の.如〈ごと〉くなるを.生涯〈しやうがひ〉の夫と.定〈さだ〉めは.誉〈はまれ〉ならんとひ

たすらにあこがれ.今一目〈いまひとめ〉 

.逢〈あ〉ふことのありなば思ひをのべて.赤心〈まこゝろ〉をあかさばやと.朝暮小栗〈ちやうぼおくり〉がこ

とのみ.思〈おも〉ひて 
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はては.恋病〈こいやみ〉の.床〈ゆか〉に.伏〈ふし〉うつ／＼として.有〈あり〉ければ.腰元〈こしもと〉の.田

毎〈たごと〉はこれをさとり.香具屋〈かうぐや〉 

の.兵〈ひやう〉助がきたるを.待〈まち〉つゝ.章〈ふみ〉こま／˝＼としたゝめて小栗が.元〈もと〉へことづて

けるにぞ 

.助重〈すけしげ〉も.木石〈ぼくせき〉ならねば.照手〈てるて〉が.容色〈やうしよく〉はさらなり.女子〈をな

ご〉に.似〈に〉げなき.才〈さい〉あるを.聞〈きゝ〉しり 

かつはかれか.養父〈やうふ〉なる横山は.仇〈あた〉たる.一色〈いつしき〉と.黄金〈こがね〉をたつの.交

〈ましは〉りあるよしこれくつきやう 

の.手〈て〉かゝりと.密〈しそか〉に.後藤〈ごとう〉にうち.連〈つれ〉だちかしこにいたり.腰元田毎〈こしもと

たごと〉かはからひにて 

.忍〈しの〉ひあふ.夜〈よ〉の.数〈かず〉を.重〈かさね〉て.深〈ふか〉き.中〈なか〉とぞなりにけり ○ され

ば.照手〈てるて〉姫か.養父〈やうふ〉なる横 

.山大膳安秀〈やまだいぜんやすひで〉は.男子〈なんし〉はらから五人あり.嫡子〈ちやくし〉を太郎.安次

〈やすつぐ〉といふ.二男〈しなん〉次郎.安春〈やすはる〉と 

 

［2１右］ 

いふ此二人りの.兄第〈きやうだい〉は父に似ず.親〈をや〉の.悪逆〈あくきやく〉なる事を.明暮〈あけくれ〉

心をいためける三郎.安武〈やすたけ〉 

四郎.安高〈やすたか〉五郎安長は.父〈ちゝ〉にをとらぬ.佞姦邪智〈ねいかんじやち〉にて.傍若無人〈ばう

じやくふじん〉にふるまひつゝ父が 

.悪意〈あくい〉をたすけける.照手〈てるて〉姫は横山が.実子〈しつし〉にあらず七才の.時〈とき〉.陸奥

〈みちのく〉より人.買〈かい〉がつれ 

きたるを.銭〈ぜに〉十二.貫〈くわん〉文に.買〈かひ〉とり.容色勝〈ようしよくすぐ〉れたれば.生長〈せいち

やう〉の.上〈うへ〉三郎.安武〈やすたけ〉が.妻〈つま〉にせんと 

.養〈やしな〉ひたりしが.今年〈ことし〉二八の.春〈はる〉をむかへし.程〈ほど〉に三郎とめあわせんと.婚

礼仕度調〈こんれいしたくとゝの〉ひし 

を.照手〈てるて〉姫は三郎が.暴悪〈ぼうあく〉をうとみさらにとくしんせざりければ.横山〈よこやま〉は大ひ

にいかり 

.扇ケ谷〈あふきがやつ〉の.別荘〈べつさう〉にをしこめ.置〈おき〉しが.此〈この〉ごろ.権現堂〈こんげんど

う〉の.辺〈ほと〉りに.旅宿〈りよしゆく〉せる.浪人〈らうにん〉と.照手〈てるて〉 

が.忍〈しの〉び.逢〈あ〉ふよしをもれきゝつゝいよ／＼.怒〈いか〉りて.殺〈ころ〉さんとさわきたつを三郎.

安武〈やすたけ〉 

これをとゞめて.父〈ち〉にむかひ.某先〈それがしさき〉ごろ.故〈ゆへ〉ありてかの.権現堂〈ごんげんどう〉

に.旅宿〈りよしゆく〉せる.浪人〈らうにん〉のすじ 

やうを.正〈たゞし〉たりしがかれは.常陸〈ひたち〉の.小栗〈をぐり〉が.嫡男〈ちやくなん〉十郎.助重〈すけ

しげ〉といふ.者〈もの〉なるよしきやつ.小〈を〉ぐり 

にてありなば.兼〈かね〉て.一色詮秀〈いつしきあきひで〉どのよりない／＼たのみの.事〈こと〉もあれば

たばかりよせ 
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て.打〈うち〉とらんと.心〈こゝろ〉におもひ候.得〈え〉どもかれには.十騎〈じつき〉の.郎黨〈らうとう〉ありて

その.強勇〈がうゆう〉かくれ 

 

［２１左］ 

.後藤兵助〈ごとうひやうすけ〉は.小間物賈〈こまものうり〉に 

.姿〈すがた〉をやつし.横山〈よこやま〉が.別荘〈べつさう〉に 

.入込主〈いりこみしゆう〉なる.助重〈すけしげ〉を.照手〈てるて〉 

が.元〈もと〉へ.蜜〈しそか〉にみちびく.圖〈づ〉 

 

［２２上段］ 

なしゆへに.容易〈やうい〉に 

かゝる.時〈とき〉は.毛〈け〉をふき 

.痛〈きず〉をもとむる 

.業〈わさ〉とその.侭〈まゝ〉に 

さしおきし 

なれば.照手〈てるて〉 

と.蜜通〈みつつう〉 

せしこそ 

.幸〈さいわ〉ひ.彼〈かれ〉を 

ゑばとし.謀計〈ぼうけい〉をもて.小栗〈をぐり〉めを 

やす／＼と.討〈うち〉とらんこと.袋〈ふくろ〉のものを 

とるよりやすし.我等〈われら〉にまかせ給へとて 

.父〈ちゝ〉と.蜜〈ひそか〉にさうたんなしつゝ 

.次〈つぎ〉の 

日小栗が 

.旅宿〈りよしゆく〉を 

さして 

使者を 

つかわし.聟〈むこ〉に 

とらんといゝ入けるにぞ 

助重はかねて横山の 

.暴悪〈ほうあく〉を.知〈し〉るといへどもかのかたへたち 

入なばつけねらふ.一色〈いつしき〉が手づるにもや 

ならんかと十.臣〈しん〉に.談合〈だんかう〉なし横山か方へ 

 

［２２下段］ 

いたらんと 

.心〈こゝろ〉を.定〈さだめ〉ける 
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かくて.其日〈そのひ〉 

になりければ 

.助重〈すけしげ〉は十.騎〈き〉の 

.郎黨〈らうどう〉と.打〈うち〉つれ 

だち.横山〈よこやま〉か.舘〈やかた〉に 

いたり.照手姫〈てるてひめ〉と 

.婚姻〈こんいん〉の.儀式〈ぎしき〉も 

とゝのひける横山 

の.一族父子〈いちぞくふし〉は助重を聟 

となしおりを.窺〈うかゝ〉ひゐたり 

けれども 

十人の 

家臣 

.昼夜助重〈ちうやすけしげ〉が 

.側〈そば〉をはなれす.附〈つき〉そひければすべき 

 

［２３右］ 

やうなくすごしけるがこの.横山〈よこやま〉のかたに.一疋〈いつひき〉の.荒馬〈あらむま〉ありさきつ.頃奥

刕〈ころおうしう〉よりつれ 

.来〈きた〉りし.名馬〈めいば〉なれどもあらくして.乗入〈のりいり〉する.者〈もの〉を.喰〈くら〉ひつき又は.

蹴殺〈けころ〉しするゆへに.近〈ちか〉よる 

ものもあらざるゆへせんかたつきて.奥庭〈おくには〉なる.高薮〈たかやふ〉の.中〈なか〉へつなぎ.置人々

〈おきひと／゛＼〉おそれて.鬼荒〈をにか〉 

.毛〈げ〉と.名〈な〉つけたり三郎.安氏父〈やすうしちゝ〉にいふやう.究竟〈くつきよう〉の事こそ候なれ.高

薮〈たかやぶ〉につなぎたりし 

.鬼荒毛〈おにかげ〉に.助重〈すけしけ〉をのせ.喰殺〈くひころ〉させんと手はづをきはめ.大膳〈だいぜ

ん〉はある.日小栗〈ひをぐり〉を.呼近付〈よびちかづけ〉 

鬼荒毛を.引〈ひき〉いだしいへるやう.我聟〈わがむこ〉の.手〈て〉のうちは.腰元〈こしもと〉どもより.噂〈う

わさ〉には.聞〈きゝ〉およべり 

さりながら.馬術〈はじゆつ〉は.軍〈いくさ〉の.専要〈せんやう〉なればこれ.等〈ら〉もきわめて.勝〈すく〉れ

たらん.一鞍〈ひとくら〉のりて.見〈み〉せ 

給へと.余義〈よぎ〉なき.所望〈よもう〉にうけ給り候とて.股立〈もゝたち〉とりあげ.鬼荒毛〈をにかげ〉のそ

ばへいたり 

.荒馬〈あらうま〉なるをこゝろ得てひらりと.飛乗優然〈とひのりゆうぜん〉とまづ.輪〈わ〉のりをしてしづむ

れば 

さしもにあらき.駿馬〈しゆんめ〉なれども.名誉〈めいよ〉の.小栗〈をぐり〉に.乗〈のり〉まわされたちまち.

助重〈すけしげ〉の.自〈じ〉 
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.由〈ゆう〉になりて.碁盤〈ごばん〉のり.階子〈はしご〉の.曲種々〈きよくしゆ／゛＼〉の.曲〈きよく〉を.乗

〈のり〉ければ.横山父子〈よこやまふし〉をはじめとし.人々〈ひと／゛＼〉 

あきれしばかりなりさらば三郎の.謀計〈ぼうけい〉も.□□〈むなしく〉なりけるにぞ.安氏〈やすうじ〉はまた

もや 

 

［２３左］ 

.姦〈かん〉計をめぐらしつゝ毒酒をもて害さんといゝけるを太郎次郎はさま／＼に諌むれ 

とも大膳三郎あへてこれを聞入なけれは.歎息〈たんそく〉しつゝ此ことを照手か元へ知らせけり 

さても.毒酒〈とくしゆ〉に評義きはまりけれは祝義をかこつけに小栗主従を呼つとへ□に酒宴 

におもひけるか始めは常の酒をいたし十人の郎黨同席にてさいつおさへつする折 

しもかなたの山より手負猪のいつさんにかけ出て横山か.庭前〈ていぜん〉の筑山を.踏崩〈ふみくつ〉し 

座敷へと飛あかり.障子屏風〈しやうしひやうふ〉をおしたをし裏のかたへかけゆきけるにそ十人の小栗 

郎黨等はあわれ能宥こさんなれとかけいたし猪をしたふておひゆきけれは時分 

はよしと横山は三郎に目くはせして毒酒を小栗に.進〈すゝ〉めけるにそ照手は太郎次 

郎より兼てきゝ知る夫の急尼いかゝはせんと心は.転倒調〈てんとうしらへ〉かけたる.琴〈こと〉ひきよせ 

.高野〈たかの〉の奥の玉川の水と操かへし唄ひけるにそ助重はさこそとすゐし呑ふり 

にてかたわらへ捨たりけり盃の.数〈かす〉重りて小栗助重裏のかたへつとはしりあゝ 

苦しや.湛〈たへ〉かたや.扨〈さて〉は毒酒てありけるや今此酒をのむとひとしく俄にこゝろ 

 

［２４右］ 

.脳〈のう〉乱するは只ことならすたはかり殺すは此興なりみよ／＼今におもひえ知らさ 

ておかんとてはやくも.薮〈やふ〉にはしり入つなき置たる鬼.鹿毛〈かけ〉にひらりと打のり 

かけいたせはのかさじものと三郎安武かたへにありあふ毒酒の壷をその侭取て 

打つくるに小栗は.顔〈かほ〉より肩先かけて半身.毒〈とく〉をあひたりけるされとも助重見 

むきもやらす一さんにかけいたし.行方〈ゆきかた〉知れすなりにけり助重の郎黨十騎の勇 

士は猪を手とりになしつゝも元の席に立かへるに主なる小栗は居合せす座敷は 

あれて.抔〈はい〉盤.狼藉〈らうせき〉あたりに人気もあかされはこは如何に主人は何所と怪むところへ 

横山兄弟手の者ひきつれりゝしく出立十人をおつとりまきヤア／＼小栗か家臣 

のめん／＼汝にもふしきかす次第あり小栗十郎助重は年来.叛逆〈ほんきやく〉の企ありて常 

陸の居城にたて篭り鎌倉殿に弓弦て御.敵〈てき〉となつたる落武者からめとつてさし 

いたせと一色殿より兼て内意我黨の謀.計〈かと／＼〉にて色にことよせおひきよせ毒酒 

をもつてかしのふたれは.汝〈なんし〉らいか.程〈ほと〉勇ありとも主にはなれし.羽抜鳥〈はぬけとり〉した

はた 

 

［２４左］ 

せすと.縄〈なは〉かゝれ手むかひなさは打とらんと大音上に.呼〈よは〉われは十騎のめん／＼歯が 

みをなし有無をもいわす抜つれてあたるを幸ひなきたつれはすわやものとも打とれ 

と下知をつたへてうつてかゝれは心得たりと十勇士八方へ眼をくはり大わらはにては 
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たらきつゝ摩利支天の荒たることく三郎兄弟辟易してはしめの廣舌似もやらず 

こは叶わじと一同に奥殿さして引ひりそくを何処まてもとおわんとすれは池の庄司し 

ばしと止めかた／＼陳忽のふるまひあるな主人の安否しれさるうちに深入するは思慮 

なきなり若横山か為にうたれ給ふにきわまらは再ひ来りて彼.等〈ら〉父子をみちん 

にせん事いと安しかた／＼いかゞと開けるにそ水戸小太郎後藤大八はせきたりて庄司 

にむかひ主なる小粟殿は.智謀〈ちぼう〉勝れし人なるゆへいかでかかれらの.佞〈ねつ〉心の.毒〈どく〉

酒にあ 

たりやみ／＼とうたれ給ふへきとくに此湯は.落失〈おちうせ〉給ひしならん我々も先一と度 

.此〈この〉ところをしりそきて後日評義を決すへしときくよりも田辺平六すゝみいでつゝ 

.実〈げ〉にもつともなる.言葉〈ことば〉かな東海道なる藤沢の道場こそ主人とは俗縁ながらしたし 

 

［２５右］ 

しき中でをわすれば 

かしこにこにこそ 

落付給ふ 

らん急がせ 

給へおの／＼ 

とうち連だちて足早に 

藤沢さしてはせゆきける 

 

［２５左］ 

第三回 

小栗助重は今日横山の 

虎口をのかれ東海道なる 

藤沢の清淨光寺の現住たりし 

淨阿上人は母かたの伯父 

なればかの鬼鹿毛に打 

のりつゝざんじの 

うちにはせきた 

り上人に戦面なし 

今日の次第をかたりけるうち十騎の 

朗黨たつねきたり主従無事を喜悦つゝ 

横山父子が悪逆なるかつは照手が貞操蓈 

 

［２６下段］ 

義さぞかし 

跡にて憂 

目にあわんと 
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語り合つゝ心を 

ぞなやましける 

かくて小栗は 

上人に打むかひ 

参横山が盛たる毒 

酒を呑たる体にてのがれ 

来れる事なれば當寺 

にて空しくなりしと 

披露あり十人 

の.郎黨等〈らうどうら〉も.主人〈しゆじん〉の 

わかれをかな 

しみて 

のこらず.順死〈じゆんし〉 

せし.間〈あいだ〉.火葬〈くわさう〉に 

して.埋〈うづめ〉たりと 

おゝせありなば 

かたき.一色〈いつしき〉 

□□□□〈□□□□〉 

□□ 

 

［26左上］ 

.小栗〈をぐり〉 

.助重鬼鹿毛〈すけしけおにかけ〉 

をはしらせて 

.毒酒〈どくしゆ〉の.難〈なん〉を 

さくる 

 

［２７右］ 

.横山父子〈よこやまふし〉も心をばゆるしかふすべし.若〈もし〉横山が.方〈かた〉よりたづね.来〈き〉たる

その.折〈おり〉には.証古〈しやうこ〉正 

くては.叶〈かな〉ふましとて.小栗〈をくり〉をはじめ.郎黨〈らうどう〉の.衣類〈いるい〉.大小〈たいせう〉と

り.揃〈そろ〉へ上人の御前へさしおき 

.願〈ねが〉ひけるにそ上人.聞〈きゝ〉.給ひつゝ人をいつわるは.出家〈しゆつけ〉の.本意〈ほんい〉にあら

ねども今かた／＼の 

.急〈きう〉なんをすくわんとの.虚言〈きよごん〉なれば.仏〈ほとけ〉もゆるさせ給ふへし.釋尊〈しやくそん〉

の.比渝方□〈ひゆほうへん〉も.衆生〈しゆじやう〉 

.済度〈さいど〉のためなればあながち.破戒〈はかい〉にはあらさるへしと.心〈こゝろ〉よくうけかび給ひあ

またの.骸〈しかばね〉 
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をとりよせつゝ.火葬〈くわさう〉となし.塚〈つか〉をつきて.小栗主従〈をぐりしゆうしゆ〉の.墓碑〈はかし

よ〉とぞなづけけり 

○ かくて.小栗助重〈をくりすけしげ〉.主従〈しゆうじう〉は.藤沢山〈とうたくさん〉の.霊場〈れいしやう〉を

立いで.三河〈みかわ〉の.國〈くに〉へ.落行〈おちゆき〉けるが世を.忍〈しの〉ぶ 

身の助重は小二郎.兼氏〈かねうじ〉と.変名〈へんみやう〉しつゝ三河に.落付〈おちつき〉.居〈ゐ〉たる.程

〈ほど〉に十人の郎黨とひとつ 

に居てはいかゞなりとて.後藤池風間〈ごとういけかざま〉をはじめみな／＼.鎌倉〈かまくら〉と.本國〈ほん

こく〉へいたりかたきの 

.様子〈やうす〉をさぐりこよとてつかはしける ○ さても助重は小二郎と.変名〈へんめう〉しつゝ三河に 

.隠〈かくれ〉.住居〈すまゐ〉して.鎌倉〈かまくら〉の.安否〈あんぴ〉をきかんと.郎黨〈らうたう〉をかしこへ

つかわし時.日〈しつ〉を.待〈まち〉てありける 

.程〈ほど〉にさいつころ横山が.舘〈やかた〉を.立退〈たちの〉く時三郎.安武〈やすたけ〉が.為〈ため〉に.

毒酒〈とくしゆ〉の.壺〈つぼ〉を打つけられ 

 

［２７左］ 

その.折〈をり〉は.何事〈なにごと〉もなかりしが.日〈ひ〉を.経〈へ〉る.程〈ほど〉に.半身〈はんしん〉しび

るゝやふにおぼへけるが.次第〈しだい〉／＼ 

に.惣身〈さうしん〉へ.廻〈めぐ〉り.面體〈めんたい〉へ.發毒〈はつどく〉して.腫〈はれ〉いたむこと.堪〈た

へ〉がたくさしもすぐれし.好男子〈こうなんし〉の.数〈す〉 

.日〈しつ〉に.頭〈かしら〉の.髪〈かみ〉もぬけはて.肉〈にく〉.破〈やぶ〉れ.□汁〈うはしる〉したゝれ.終〈つ

い〉には.俄鬼病〈がきやまひ〉のごとくなり.果〈はて〉ければ 

.人々〈ひと／ﾞ＼〉は.忌〈いみ〉きらひその.香〈か〉のあしきに.側〈そば〉へもよらず.此世〈このよ〉の.人

とは.見〈み〉へざりけり 

○ .爰〈こゝ〉に.藤沢〈ふじさは〉なる.淨阿〈じやうあ〉上人は.諸國遊行〈しよこくゆぎやう〉なし給ふ.折

〈おり〉から.三河〈みかは〉の.國〈くに〉にありときく 

.小栗〈をくり〉がことをおぼしめし.住家〈すみか〉へ.従者〈しうしや〉をつかわしたまひ御.尋〈たづね〉あ

りけるに.小栗〈をぐり〉はかゝる 

.難病〈なんびやう〉にて.人のわかちもあらざれば上人は.驚〈をとろ〉き給ひ.自〈みづ〉から御.立〈たち〉

よりありて.涙〈なみだ〉 

にくれ給ひかゝる.壮年〈さうねん〉の.勇士〈ゆうし〉すくせいかなる.業因〈かうゐん〉にてこの.悪病〈あく

びやう〉をうけぬるよ 

と.御衣〈みころも〉の.袖〈そで〉をしぼらせ給ひ.難病平愈〈なんびやうへいゆ〉の御.加持〈かぢ〉ありけ

るにその.夜〈よ〉上人の.旅宿〈りよしゆく〉 

に.帰〈かへ〉らせ給ひまくらにつきし.暁〈あかつき〉ごろ.熊野権現〈くまのごんげん〉の.霊夢〈れいむ〉

を.蒙〈かふむ〉り給ひしかば.次〈つき〉の.日〈ひ〉 

.里人〈さとびと〉をうち.會〈つど〉へしか／ﾞ＼の事御たのみありて.数日〈すじつ〉.止〈とゞま〉るべき御.

修行〈しゆぎやう〉ならねば 
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.北國〈ほつこく〉のかたへとて.御出立〈ごしゆつたつ〉ありける.里人等〈さとびとら〉は.道徳〈どうとく〉ふ

かき上人の御たのみなりければ 

 

［２８右］ 

さつそくに一ツら 

.車〈くるま〉をしつら 

ひつゝこれに 

.俄鬼宿〈がきやみ〉の 

.小栗〈をぐり〉を 

のせうしろに 

.札〈ふだ〉を.立〈たて〉 

つゝも 

.筆太〈ふてぶと〉に 

しるし 

けるは 

.此病人〈このひやうにん〉 

 

[２８左上] 

.熊野〈くまの〉.権〈こん〉けんの.霊夢〈れいむ〉によつて 

.紀伊〈きい〉の.國〈くに〉.本宮〈ほんぐう〉の.温泉〈おんせん〉へつかはす 

なり.此車〈このくるま〉を一里にても.一町〈いつてう〉にても 

一足なりともひくものは.現世〈げんせ〉 

にては.祈祷〈きとう〉と 

なり.諸願成就〈しよぐわんじやうじゆ〉 

うたがひなし.来世〈らいせ〉は 

かならず.仏果〈ぶつくは〉をゑて 

うへなき.功徳〈くどく〉とかき 

つけて.街道〈かいどう〉へひきいだせば 

.遊行〈ゆぎやう〉上人のおほせときゝ 

われも／＼と.曳程〈ひくほど〉に.三河〈みかは〉の.國〈くに〉を 

 

［２８左中］ 

.跡〈あと〉となし 

.美濃〈みの〉の.國府〈こくぶ〉に.着〈つき〉にけり 

○ こゝに.横山〈よこやま〉が.養〈やしな〉ひ 

.娘〈むすめ〉なる.照手姫〈てるてひめ〉は.酒〈しゆ〉 

.宴〈ゑん〉の.座〈ざ〉にて 

 



27 

 

［２８左下］ 

.親兄〈をやあに〉が 

.毒酒〈どくしゆ〉のたくみ 

を.余所〈よそ〉ながら 

.夫〈つま〉の.小栗〈をぐり〉に 

もらせしかばいか 

なる.父〈ちゝ〉の□□□□ 

にやあわんかとて 

.我身〈わがみ〉おなじく 

小栗とともに 

 

［２９右］ 

.毒酒〈どくしゆ〉にあたりたる.体〈てい〉になし.息〈いき〉をこらしてふし.居〈ゐ〉たるを.横山父子〈よこや

まふし〉はまことゝ.思〈おも〉ひ 

けん.菰〈こも〉にくるみて.家来〈けらい〉にいゝつけその.侭〈まゝ〉.海〈うみ〉へ.捨〈すて〉たりける ○ .相

模〈さがみ〉と.武蔵〈むさし〉の.國〈くに〉つ 

づきなる.金沢浦〈かなざはうら〉にすなどりをもて.世〈よ〉をおくる.呂八〈ろはち〉といへる.者〈もの〉あり

ける.元来〈ぐわんらい〉 

.愚直〈ぐちよく〉の.本性〈ほんしやう〉にて.木納〈ぼくとつ〉の.仁〈じん〉ありて.慈悲深〈じひふか〉きもの

なるが.妻〈つま〉のお.苫〈とま〉は.夫〈おつと〉とは 

うらそへにて.露〈つゆ〉ばかりもあわれを.知〈し〉らず.常〈つね〉に夫が.心〈こゝろ〉よきを.見〈み〉くだし 

.萬事己〈ばんじおの〉が.侭〈まゝ〉にして.口〈くち〉さがなくいゝ.匉訇〈のゝしり〉めしつかひの.如〈こと〉く

もてなしける 

ある.時〈とき〉.呂八〈ろはち〉は.夜網〈よあみ〉に.出〈いで〉んとしたくなしつゝ.六ツ浦〈むつうら〉の.濱

〈はま〉より.猟舟〈りやうせん〉を.出〈いだ〉し 

.篝〈かがり〉を.焚〈たき〉.海上半道〈かいしやうはんみち〉も.漕〈こぎ〉ゆきたる.時分〈じぶん〉はよしと.

一網〈ひとあみ〉いるゝに.手〈て〉こたへ 

せしかば.得〈え〉ものありと.曳〈ひき〉よするにいと.重〈おも〉げなればちからをきわめひき 

あぐるにこはそもいかに魚ならで.菰〈こも〉にくるみし女の死骸なればあないまはし 

と.気味〈きみ〉わろげに.再〈ふたゝ〉び.海〈うみ〉へ.流〈なが〉さんとせしにこの.死骸〈しがい〉は.別人

〈べつじん〉にあらず.横〈よこ〉 

.山〈やま〉がためにしづめられたる.照手〈てるて〉なりこの.時〈とき〉.姫〈ひめ〉は.定業〈じやうがう〉の

つきざるにや 

 

［２９左］ 

または.平常〈へいぜい〉.肌〈はだ〉につけたる.江〈ゑ〉の.島〈ま〉.弁才天〈べんさいてん〉の.應護〈おう

ご〉にやたちまち.生〈いき〉をふ 
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きかへし.手足〈てあし〉もがきうごめくにぞ.呂八〈ろはち〉はおどろき.逃〈にげ〉んとせしかど.海原〈うな

はら〉と 

いゝ.船中〈せんちう〉なれば.艫〈とも〉のかたにうちふるへて.神明佛陀〈しんめいぶつた〉の.御名〈みな〉

をねんじいき 

たる.心地〈こゝち〉はなかりけり.照手姫〈てるてひめ〉はしばらくあつてやうやくに.我〈われ〉にかへり.心

〈こゝろ〉 

づきつゝ.眼〈まなこ〉をひらきあたりを.見〈み〉るに.月〈つき〉は.雲間〈くもま〉をわけいでゝあきらかに 

.照〈てら〉しわたりその.身〈み〉は.真菰〈まこも〉につゝまれて.惣身〈そうしん〉.水〈みつ〉に.濡〈ぬれ〉し

よぼれあやしき 

.舟中〈せんちう〉にありければ.扨〈さて〉は.父〈ち〉と.兄〈あに〉かためにしづめにかけられかく.洋〈わた

つみ〉に.捨〈すて〉られ 

て.死〈しゝ〉たるに.相違〈さうい〉はあらねどかゝる.船中〈せんちう〉にありけるは.噂〈うわ〉にきゝし.黄泉

〈くわうせん〉の 

.三途〈さんつ〉の.川〈かは〉まで.来〈きた〉りつゝ.弘誓〈ぐせい〉の.舟〈ふね〉にのりたるかと.半信半疑

〈はんしんはんぎ〉なをあたりを 

よくみるに.一人〈ひとり〉の.男〈を〉の.子〈こ〉.艫〈とも〉のかたに.打〈うち〉ふるへおそれしさまにて.臥居

〈ふしゐ〉たれは 

はしめて.此世〈このよ〉へ.蘇生〈よみかへり〉しをさとりつゝ.声〈こゑ〉枯〈かれ〉／ﾞ＼と.呂八〈ろはち〉

にらちむかひのう／＼そ 

こなる.船人〈ふなひと〉よ.自〈みづから〉はさのみ.怪〈あや〉しき.者〈もの〉ならずこゝはいづくかしらねど

もわらはこそ 

 

［30右］ 

.相模〈さがみ〉の.國〈くに〉の.何〈なに〉かしか.養女〈ようぢよ〉なるが.父兄〈ちゝあに〉にうとまれてから

はしづめにかけられしを 

はからずもそこの.網〈あみ〉にかゝりてまたも.此世〈このよ〉へもどりしとおぼへたり.情〈なさけ〉あらは.此

〈この〉いましめ 

をときほどきすくひてたべといゝけるにぞ.艫〈とも〉のかたへにうち.臥〈ふし〉たる.呂八〈ろはち〉は.姫〈ひ

め〉が.言葉〈ことば〉を 

きいてやうやくに.心〈こころ〉.落付〈おちつき〉.扨〈さて〉はそふかと.胸撫〈むねなで〉おろし.焚〈たき〉の

こりたる.篝〈かゞり〉をもへさし 

.姫〈ひめ〉のほとりへ.立〈たち〉よりて.菰〈こも〉ひきほときいましめの.縄〈なわ〉を.手〈て〉ばやにとき.捨

〈すて〉てなを 

.篝火〈かゞりび〉に.荒朶〈そだ〉うちくべ.冷〈さめ〉たる.衣〈きぬ〉の.水〈みつ〉をしぼりなどしてかわかし

さま／ﾞ＼に.介抱〈かいほう〉な 

す.人〈ひと〉の.情〈なさけ〉のたのもしく.姫〈ひめ〉は.前後〈ぜんご〉をかへり.見〈み〉て.不思義〈ふし

き〉に.蘇生〈そせい〉なしたる.身〈み〉も.便〈たよ〉る 
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べき.知〈し〉るべもなくこゝはいづくと.知〈し〉るよしもなき.行末〈ゆくすへ〉を.思〈おも〉ひまはしさめ／ﾞ

＼とこそ 

なげきける.呂八〈ろはち〉も.姫〈ひめ〉の.心〈こゝろ〉を.推〈すい〉し.脊〈せ〉をかきなでつゝなぐさめて

御.姿〈すがた〉を.見〈み〉まゐら 

すにやんごとなき.方〈かた〉さまの.姫上〈ひめうへ〉と.見〈み〉まゐらせ候にいかなる.訳〈わけ〉にてかく

までの 

.憂目〈うきめ〉を.見〈み〉たまふ.事〈こと〉やらんさりながら.幸〈さいわ〉ひに.命〈いのち〉.目出〈めで〉

たく.己〈わ〉か.網〈あみ〉にかゝり 

給ひてつゝがなしやつがれ.金沢浦〈かなさわうら〉なる.猟〈すなどり〉をもて.世〈よ〉をわたる.賤〈いや

し〉き者にて候が 

 

［30左］ 

あばらやなから.一樹〈いつしゆ〉の.影〈かげ〉.一先今宵〈ひとまづこよひ〉はおん.入〈いり〉ありて.一夜

〈いちや〉をあかさせ給へかしまたその 

.上〈うへ〉に.夜〈よ〉も.明〈あけ〉なばよき.御思案〈ごしあん〉もそふろうべしとまめ／＼しくいゝけるにぞ.

姫〈ひめ〉は.呂八〈ろはち〉が 

.誠心〈まごゝろ〉をたのもしく.信〈しん〉じ.思〈おも〉ひともかくもよきにはからひたび給へとおほせければ 

しかれはとて.艪〈ろ〉をおしたて.漕〈こぎ〉つゝ.濱辺〈はまべ〉に.着〈つき〉しかば.船〈ふね〉をもやひに

つなぎおき.姫〈ひめ〉を 

いたわり.手〈て〉をひきつゝ.我家〈わかや〉をさしてかへり.来〈き〉つ.門〈かど〉ほど／＼と.打敲〈うつ

たゝけ〉ば.寝深〈ねぼけ〉たる 

.声應〈こゑをう〉といらへて.女房〈によぼう〉お.苫〈とま〉は.立〈たち〉いで.内〈うち〉よりも.鎖〈かけが

ね〉はづし.戸〈と〉をひきあくれば 

あるしの.呂〈ろ〉八.女房〈によぼう〉にうちむかひ.今宵〈こよひ〉はすこし.訳〈わけ〉あつて.珍客〈ちんき

やく〉を.同道〈とう／ﾞ＼〉せし.程〈ほど〉に 

.爐〈いろり〉に.荒朶〈そだ〉をうちくべて.茶〈ちや〉をわかしたら.膳夫〈ぜんぶ〉の.仕〈し〉たくをこゝろへ

よといゝつくれば 

しぶ／＼と.又〈また〉しても／＼.何〈なん〉ぞといふと.人〈ひと〉をひき.込〈こみ〉.有余〈ありあま〉る.身

上〈しんしやう〉らしく.馳走〈ちそう〉ぶり 

も.久〈ひさ〉しゐものじやとふせう／ﾞ＼に.焚附〈たきつけ〉の.心〈こゝろ〉は.煙〈けむ〉る.吹竹〈ふきだ

け〉に.火〈ひ〉をふく.顔〈かほ〉はさな 

がらに.潮〈しほ〉ふく.河豚〈ふぐ〉のごとくなり.呂〈ろ〉八はこれにとりあわず.門辺〈かとべ〉にたちたる 

.照手姫〈てるてひめ〉にうちむかひ.見〈み〉ぐるしく候へども.心〈こゝろ〉おきなく.御入〈をんいり〉あつて.

休〈やす〉ませ給へと 

 

［31右］ 

まねくにぞ.照〈てる〉手は.呂〈ろ〉八が.情〈なさけ〉にてこゝ 

まてきたれども今女房のくり事を 
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.門口〈かどぐち〉に.聞〈きゝ〉つゝも.気〈き〉のとく 

にやおほしけんためらひ 

給ふをいざ／＼と手を 

とり.上〈うへ〉へ.連〈つれ〉きたれば 

お.苫〈とま〉は姫を見る 

よりも.忽〈たちま〉ち 

.悋気〈りんき〉の 

おもひを出し 

茶釜の.下〈した〉.諸共〈もろとも〉に 

 

［31左］ 

.胸〈むね〉は.□〈□□〉たつばかりなれば 

なをがや／˝＼とわめく 

にぞ.呂八〈ろはち〉は.姫〈ひめ〉の.手〈て〉 

.前〈まへ〉さへ.面目〈めんぼく〉を 

うしなふて 

お.苫〈とま〉をしかりすかし 

つゝ.物〈もの〉かげへ 

かち.招〈まね〉く 

.今宵船中〈こよいせんちう〉 

にてすくひ 

.上〈あげ〉し.一部〈いちぶ〉 

.始終〈しじう〉をかたり 

 

［３２右］ 

けるにぞすこしはわめきも.静〈しつ〉まりたれど.猶〈なを〉うたがひは.晴〈はれ〉ざりけり.照手姫〈てるて

ひめ〉は 

あるじの.妻〈つま〉が.飽〈あく〉まて.嫉妬〈しつと〉のおもゝちに.痛〈いた〉まぬ.腹〈はら〉を.探〈さぐら〉

るゝせつなさ.心〈こゝろ〉くるしさ 

を.世〈よ〉に.憂事〈うきこと〉におもへども.夜〈よ〉ふけといひことには.女子一人〈をなこひとり〉にていか

なる.難〈なん〉に.逢〈あ〉ふ 

ことありやと.案事〈あんじ〉わづらひこゝろならすも.身〈み〉をかゞめて.虎臥〈とらふす〉.野辺〈のべ〉のご

と 

くなる.此夜〈このや〉に.宿〈やど〉りを.求〈もとめ〉けるかくて.姫〈ひめ〉は.次〈つぎ〉の.朝〈あさ〉とくお

きいであるじ.呂八〈ろはち〉に 

.再世〈さいせい〉の.恩〈おん〉を.謝〈しや〉し.武蔵〈むさし〉の.江戸〈ゑど〉にありといふ.乳母〈めのと〉

が.方〈かた〉へたづねんとて 
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.爰〈こゝ〉を.出〈いで〉んとなしたるをあるじの.呂八〈ろはち〉は.袖〈そで〉ひきとめ.若〈わかき〉.女子

〈おなご〉の.壱人〈ひとり〉 

.旅〈たひ〉はきわめてあやうきことにて候さひわひに.我等〈われら〉も.明朝〈あす〉は.用事〈ようじ〉あり 

て.大森辺〈おゝもりへん〉までまゐるなればまげて.今〈いま〉一と.夜〈よ〉あかさせたまへわれら 

がそこまでおくりてまゐらん人の.難義〈なんぎ〉は.我身〈わがみ〉のうへ.慈悲〈じひ〉して 

あしくは.報〈むく〉わぬものなり.一夜〈ひとよ〉なりとも.御宿〈おんやど〉もふすもすくせの.縁〈ゑん〉 

て候べしと.情〈なさけ〉ふかきあるじが.言葉〈ことば〉にたよりなき.身〈み〉の.心〈こゝろ〉まよひて 

 

［32左］ 

.終〈つい〉にその目も.止〈とゞま〉りけり.呂八〈ろはち〉は.今日〈けふ〉も.入相頃〈いりあいころ〉よりれい

のごとく.網打〈あみうち〉 

かつぎて.濱辺〈はまへ〉をさして出ゆくあとに.女房〈にようぼ〉お.苫〈とま〉は照手の身のうへ 

夫よりしか／＼ときゝしかど.邪智〈じやち〉ふかきさがなれば猶うたがひて 

ありけるが.最〈さい〉ぜんおつとが.言葉〈ことは〉のはし.翌日〈あす〉はおくりてゆかんとの 

.約〈やく〉せしことを.心〈こゝろ〉にかけつゝ.扨〈さて〉は.夫〈おつと〉か.物〈もの〉がたりしかの.女〈をん

な〉のすしやう 

だては.我手〈わかて〉前をはゝかりての.虚言〈そらこと〉にきわまりたり.推〈すい〉りやうに 

さうゐなく.隠妻〈かくしつま〉を.連来〈つれき〉たれどくあひあしさに.言〈い〉あわせて.欠〈かけ〉 

.落〈おち〉の.下〈した〉こしらへをするものならんとあじな.所〈ところ〉へ.邪推〈しやすい〉をまはし 

.嫉〈あたき〉ことかきりなく.夫〈おつと〉か.出〈いて〉ゆく.跡〈あと〉うちみやり.姫〈ひめ〉を.己〈おのれ〉

が.側〈そは〉へひきよせ 

.眼〈まなこ〉をいからし.蜜婦〈みつふ〉であらんといたけだかに.問〈とひ〉たゞせど.身〈み〉におぼへ 

なき事なれば.言〈いゝ〉わけの.言葉〈ことば〉をつくせどさら／＼に.聞入〈きゝいれ〉なくおのれ 

あくまでいつわるに.憎〈にく〉さもにくしと.立〈たち〉あがりて.□〈もへ〉さしたる.松薪〈まつまき〉 

 

［33右］ 

ふり.上〈あげ〉かよわき.姫〈ひめ〉のくろかみつかんでうちたゝき.情用捨〈なさけようしや〉もあら 

なわもて.照手〈てるて〉をいたくくゝしあげ.棟〈むなぎ〉につるしその.上〈うへ〉に.松葉〈まつば〉をくべて 

いぶしたつれば.煙〈けむ〉りは目口にむせいりてしゆらのかしやくに事ならず 

.姫〈ひめ〉はかなしさくるしさもたゆるばかりにおぼへつゝさまて.賎〈いや〉しき.悪女〈あくぢよ〉 

が.為〈ため〉に無矢の難をきせられてかゝるうき.目〈め〉にあふことはすくせ 

いかなる.因縁〈いんゑん〉ぞとなみだの.雨〈あめ〉にぬれ.衣〈きぬ〉もかわくよしなく.見〈み〉へ 

にけりお.笘〈とま〉はなをもいぶしたて.照手〈てるて〉か.顔〈かほ〉をはつたとにらみ 

コリヤ.女〈あま〉よおのれはいづくの.野狐〈のきつね〉でおらが.亭主〈ていしゆ〉を.化〈ばか〉しおつた 

その.正〈せう〉躰をあらわして.実言〈ほんね〉をだすまで.此〈この〉よふに.松葉〈まつは〉いぶし 

はをろかなこと.夫〈をつと〉の眉.毛〈け〉か.鼻〈はな〉の.毛〈け〉までのばしたことの.腹〈はら〉たゞ 

しさおのれがひき.込〈こむ〉.古穴〈ふるあな〉のそこまでいち／＼ぬかさずは.化〈ばけ〉の 
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.皮〈かわ〉の.尻尾〈しつぽ〉を.出〈だ〉すまて.南蛮〈なんばん〉いぶしの.唐芥子〈とうからし〉からき.目

見〈めみ〉せん 

 

［33左］ 

とたち上り爐にありあふ焼火ばしにてなきいる姫が細腰の 

股のあたりをはつたとうてば望の肌もたちまちにむらさき 

色にはれあがり肉は破れて血汐の紅目もあてられぬ風情なり 

○ こゝにお苫が舎兄にて眼蔵といふ悪漢あり猴彦道のかけ 

ごとにふけり大酒をこのみて悪事にのみたづさわるものなるゝが 

今宵も堵博してみなかちまけ呂八が方へいたりて姉なるお筈を 

すかしつゝ下むまにても借んものと爰に来たりて門口をひき 

あけんとせしほどに内にて聞なれぬ女のなき声の聞ゆるもの 

から何事なりやと戸の透よりしのび足にてさしのそけば婦な 

るお笘がみめよき女を棟へつりあげ松葉にていぶしつゝ手痛 

せつかんなす有さま合点ゆかずとおもへどもさいわひに呂八は 

留守なりいりて様子をきかばやと門ぐちおしあけ内にいれは 

 

［34上段］ 

お苫は人のいりきたる 

にうち 

おど 

ろき 

つゝ 

飛の 

けば眼 

蔵はどつ 

かとざし 

姉子よ 

さのみおどき 

たまふな 

.眼〈がん〉 

.蔵〈ざう〉か 

.来〈き〉たりし 

なり 

どふした 

わけで 

.此女子〈をなこ〉を 

.手〈て〉 
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［34下段］ 

ひどくせつ 

かんしたまふ 

ぞと問れて 

お苫は弟にむかひ 

眼蔵よきゐて 

くれ此女子めはつら 

にも似ず 

.呂八〈ろはち〉どのゝ 

おこゝろよしを 

たらしこみ.虚〈うそ〉 

.八百〈はひやく〉でことをこしらへ 

.手〈て〉まへもはゞからず 

 

［35右］ 

.鉄面皮〈あつかましく〉もうちへおしこみあけくの.果〈はて〉に.宿六〈やどろく〉のぽんたとのゝと.欠〈か

け〉□□ 

.相談〈さうだん〉なんぼ.気〈き〉のよひわしじやとて.腹〈はら〉が立ずにいらりやうかと 

.畳〈たたみ〉たゝいてわめくにぞ.眼蔵〈かんざう〉はこれをきゝつゝ.持〈もち〉まへの.胸算〈むなさん〉より 

.姉〈あね〉をかたへにうち.招〈まね〉きしばらくさゝやき.諭〈さとす〉にぞお.笘〈とま〉はたちま 

ち.完尓〈にこ／＼〉とおもての方へ出て.行〈ゆく〉.眼蔵〈がんぞう〉はたちあがり.照手〈てるて〉が.縄〈な

わ〉を 

うちほどきさま／ﾞ＼と.介抱〈かいほう〉するにぞ.姫〈ひめ〉は.苦痛〈くつう〉にたへかねて 

.始終〈しじう〉うつゝでありけるがやうやくに.心〈こゝろ〉づき今.得〈え〉も.知〈し〉らぬその 

人にかく.介抱〈かいほう〉にあづかりて.正気〈せうき〉はつけど.此上〈このうへ〉にまたもやうき.目〈め〉 

を.見〈み〉んものと.守〈まも〉り.本尊〈ほんぞん〉をねんじつゝさしうつむいておわし 

ける.眼蔵〈がんざう〉は.猶〈なを〉いたわりつゝ.猫〈ねこ〉なで.声〈こゑ〉コレ／＼.女中〈ぢよちう〉.気

〈き〉はたしかに 

なられしかさぞかしくるしかつたであらふ.此家〈このや〉の.妻〈つま〉はわが.姉〈あね〉 

なれどもこゝろ.狭〈せま〉き.本性〈ほんしやう〉にて.実否〈じつふ〉もたゞさず.客人〈きやくじん〉のこなた 

 

［３５左］ 

を.手〈て〉ひどくせつかんしたは.女〈おんな〉の.愚知〈ぐち〉なこゝろから.現在〈げんざい〉の.弟〈をとゝ〉

が 

.来〈き〉てやうすを.聞〈きい〉てやうやくに.納〈なつ〉とくさせ.用〈よう〉をたのんで.隣〈となり〉むら 

までいなした.程〈ほど〉に.佛〈ほとけ〉のやうなわしが.来〈き〉ては.大〈おほ〉ぶねにのつた.気〈き〉で 

かならず.気〈き〉づかひしたまふなしたが.山家〈やまが〉になが.居〈ゐ〉をしては 
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こなさんのためにならぬわしが.家〈いへ〉まで.同道〈どう／ﾞ＼〉して.夫〈それ〉からさき.兎〈と〉 

も.角〈かく〉もしるべの.方〈かた〉へをもむきたまふも.心〈こゝろ〉のまゝ.寸善尺摩〈すんぜんしやくま〉と.

世〈よ〉の 

たとへ.何〈なに〉はともあれこの.家〈や〉とはふかひ.縁〈ゑん〉ありわしがとこまでゆき 

たまへ.早〈はや〉く／＼とせきたてられ.姫〈ひめ〉は.何所〈いづく〉とよるべなきさすらへ 

.人〈びと〉の.身〈み〉にしあれば.人〈ひと〉の.言葉〈ことば〉のたのもしく.其善悪〈そのせんあく〉はわか

らねど 

またもや.此家〈このや〉の.女房〈にようぼう〉が.立〈たち〉かへりなばいかゞあらんと.虎口〈ここう〉を 

のがるゝ.心地〈こゝち〉して.眼蔵〈がんぞう〉にうちむかひわらはゝ.常陸〈ひたち〉の.者〈もの〉にて 

はべるがすく世の.業〈がう〉か.父母〈ちゝはゝ〉にはやくおくれやしなひ.親〈をや〉にうと 

 

［36右］ 

まれて.日々〈ひゞ〉のせめ.苦〈く〉のたへがたく.家〈いへ〉をぬけいでいづことも.定〈さだめ〉 

かねたる.旅〈たび〉のそらとてもこの.世〈よ〉にうき.年〈とし〉をおくるも其のかく 

わだつみの.浪間〈なみま〉へ.身〈み〉をばなげたるおり.呂八〈ろはち〉どのとやらんに.命〈いのち〉を 

.救〈すく〉われ一と.夜〈よ〉のやどりにあづかりしを.妻〈つま〉なる.人〈ひと〉にうたがわれし 

となみだながらに.語〈かた〉るにぞ.眼蔵〈がんぞう〉はしたり.㒵〈かほ〉さもあらん／＼ 

.人〈ひと〉の.難義〈なんぎ〉を.余所〈よそ〉に.見〈み〉ぬ.佛〈ほとけ〉ごゝろのとしじやもの.欲徳〈よくと

く〉はなれ 

て.世話〈せわ〉するほどにわしが.所〈とこ〉まで.来〈き〉た.上〈うへ〉でまたよきしあんは 

.膝〈ひざ〉とも.談合〈だんかう〉したが.夜中〈よなか〉に.女〈をんな〉をつれてのそ／＼ゆくもはゞかり 

ありこなたは.身躰〈みうち〉のいたむと.見〈み〉へるさひわひ.爰〈こゝ〉に.大魚篭〈おおふご〉の 

あけてあるはさいわひなり.窮屈〈きうくつ〉なりともこの.中〈うち〉へ.入〈いり〉たまひか 

しわしが.負〈お〉ふてゆくほどに.夜〈よ〉あけぬ.内〈うち〉にいそがんと.魚篭〈ふご〉をあ 

けてすへおくにそたばからるゝとは.夢〈ゆめ〉さらしらず.眼蔵〈がんぞう〉かいふに 

 

［37左］ 

まかせて籠の中へと身を忍ばせしたり顔にうち笑つゝこれを 

背負て門おしあけ表のかたへ出てゆくこは眼蔵が来たる折 

から宮前の様子をうかゞひ内に入て姉お笘に蜜談なし姫を 

いたわり情ある言葉のはしを聞しらせあざむきすかして連行 

つゝ人買に賈わたし大金を得んもくろみゆへかくまで事をこしらへたり 

○ 扨も眼蔵は魚篭の中に姫をしのばせ我家へはつれもゆかず 

小船にうち乗六浦沖なる人買舟に連ゆきて三十金にぞうり 

わたしつゝその夜は姉のかたへ帰すこしの黄金をお苫にあたへそしら 

ぬ顔にて立わかぬ賭の場所へぞはせゆきけりお苫は呂八があけ 

の朝夜網よりもどりしかは照手は夕辺丑みつすぎに欠おちして 

行がたは寝いりばなゆへしらざりしとこたへけるこは後末の物語 
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なりそれは扨をき照手姫は眼蔵にあざむかれ今は人買の手 

 

［37上段］ 

にわたり 

つゝいづくの 

浦へ賈わたされ 

この上のはづかしめに 

逢ふことありなば 

先ごろ海原にて 

ひとおもひに死 

たるがまし 

ならめ神 

ほとけにも 

見はなされ 

此世に 

 

［37下段］ 

晴るこゝろ 

なしよしさらば 

ひまをうか 

がひ身を 

なげんと 

心には 

おもへど 

も番を 

つけつゝ 

昼夜ま 

もれば死 

するにも死せ 

ざれぬ業因 

ぞと只なき 

あかして 

居たりけり 

人買の船長 

 

［38右］ 

.是〈ぜ〉源治はこの沖に.碇〈いかり〉をおろし数日滞船して諸方よりあまた 

の美女を買とりつゝ日を経て船に帆をかげゝ.上〈かみ〉方へみよしを 
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むけ所々の遊里へたちよりてあまたの女子を賈わたすその内 

に照手ひとりはあまたの女のその中にてひときわ目だつ客色 

美れい.瓦礫〈くわれき〉にまじゆる夜光の名.玉濁〈きよくにごり〉にそまぬ.泥〈でい〉中の.蓮〈はちす〉と

是 

源次こゝろにおもひ大切にいたわりつゝ美濃の國府にはせゆきつゝ 

万屋長右衛門がかたに連ゆきて身の.價〈しろ〉.若干〈そこばく〉に賈わたしぬ此 

万屋といへるは旅人をとめる旅籠やなれば照手がみめよき姿 

を見て大金にて買とりつゝ.傀儡女〈くつゝめ〉にぞ抱へけりあるじ長 

右衛門は照手をちかづけその出性を問たゞせど姫はまことを 

をし隠して.常陸〈ひたち〉の生れといつわりて名は小萩とぞこたへける 

長右衛門は照手にむかひそちがからだはわれらが方にて大金を 

 

［38左］ 

もてあがなひたれば是よりこゝにとゞまりて.客人〈まろうど〉たちの 

夜るの伽なにくれとなく気げんをとりてまめやかにつとめよと 

ねんごろにいゝわたせば.姫は両手を畳へつかへあるじの君のおふせで 

はべれどわらはゝ神に.誓〈ちかひ〉をたて男に肌はふれまじと.大願〈だいぐわん〉をかけ 

候得ばこの義ばかりはゆるさせ給へその余のかしき水仕のわざは 

いかなることにて候ともいなとはもふし候わじと思ひきつて言 

放せば長右衛門は案に.相違〈さうい〉しなをかやかくといゝさとせど照 

手の小萩はきゝいれずなにぶんこの義はゆるさせたまへ御主人 

のおゝせをばまげてそむくにあらざれどもわが身悪ものにたば 

かられ人.買〈かい〉の手にわたりこなたへ.賈〈うら〉れ来りしなればはじめ 

よりしてかふいう業にならんとは夢さらにおぼへ候わじさは 

あれど主となりしあなたのおゝせつれなくもそむきまゐらす 

 

［39上段］ 

ことその 

罪深く 

候へども 

神の 

ちかひは 

もつ 

たいなしおん 

.惜〈あた〉しみのあるなれば.命〈いのち〉を 

とりて御いかりをはらさせ 

たまへと.覚語〈かくご〉の.言葉〈ことば〉に 

.長〈ちやう〉右衛門はあぐみ 
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はてかくまで 

におもひ 

つめしを 

.無理〈むり〉に 

つとめを 

させんも 

 

［39下段］ 

ほひなしゆる／＼と.解〈とき〉さとして 

そのゝちに.兎〈と〉も.角〈かく〉もせんが 

さりとて.外〈ほか〉の.女子〈をなご〉どもへ 

しめしも 

あれば.小萩〈こはぎ〉 

をけふより 

.水仕女〈みづしめ〉となし 

七人まへの 

はたらきを 

いひつくるに 

.小萩〈こはぎ〉はこれを 

 

［40右］ 

かしこみつゝ.朝〈あさ〉はつとにおき.夜〈よ〉は.五更〈こかう〉のころまでも.店〈みせ〉さき.勝手〈かつて〉

を.打〈うち〉 

はたらき七人.前〈まへ〉のかしぎの.業内外〈わざうちと〉のはたらきのこりなくまめ／＼ 

しく.勤〈つとめ〉けるにぞ.長〈ちやう〉右衛門もこのはたらきをうち見つゝ.小萩〈こはぎ〉が.心〈こゝろ〉を 

.推〈すい〉しつゝその.貞操〈ていさう〉をふかくあわれみ.其侭〈そのまゝ〉に.捨置〈すておき〉けり 

 

第四回 

さても.小栗助重〈をぐりすけしげ〉は.俄鬼病〈がきやみ〉となり.果〈はて〉つゝ.面〈をもて〉もくづれ.肉〈に

く〉おちて 

.骨〈ほね〉もあらわに人のわかちもなくこれを.里人等〈さとびとら〉うちよりて.遊行〈ゆきやう〉上人 

のおゝせもあればかたのごとく.車〈くるま〉にうちのせ.熊野山〈くまのさん〉へとおもむかしむる 

.道〈みち〉すがら心ざしあるものはゆきゝながらに.是〈これ〉をひくにぞ.日〈ひ〉を.経〈へ〉て 

.美濃〈みの〉の.國府〈こくふ〉まで.来〈きた〉りしところけふしも小萩はよろづやが.門口〈かとくち〉 

にて.旅人〈たびびと〉のとまりをひきて.有〈あり〉けるがおりしもあまたの.人音〈ひとおと〉して 

.壱人〈ひとり〉の.俄鬼病〈がきやみ〉を.車〈くるま〉にのせ.同者老若〈どうしやらうにやく〉どよめきて車

のつなを 
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［40左］ 

ひき.来〈き〉たれば.何〈なに〉ことやらんと立よりて彼.俄鬼〈かき〉病が車にかけたる 

.立札〈たてふた〉をながめつゝいそがわしく.主人〈あるし〉長右衛門が前にいてつかふすやう 

わらはゝ.幼稚〈おさなく〉して父母にわかれ養ひ.親〈おや〉にうとまれてかくなり果し 

うへからはまことの父母の.忌日〈きにち〉にさへ.春花〈はるばな〉をたむけ.得〈え〉ずとしごろ 

不幸にうちすぎし.父母〈ちゝはゝ〉の.菩提〈ほたひ〉のため.尊〈たふと〉き.聖人〈ひしり〉のおゝせごとある 

俄.鬼〈き〉やみの.車〈くるま〉をひくなれば.我身〈わかみ〉の業もめつするかとふかくの.車〈くるま〉を 

ひきたしとさま／＼とねがひけるにそ長右衛門もなさけある者なれ 

ば.日〈ひ〉ころ.小萩〈こはき〉がまめ／＼しく七人.前〈まへ〉の.水仕〈みつし〉をつとむるそのさまの 

かひ／＼しくかつ.才〈さひ〉たけたる.女子〈をなこ〉なるを.見〈み〉てありければさつそくに 

.納得〈なつとく〉して.上下〈かみも〉三日のいとまをそつかはしける.小萩〈こはき〉は大ひによろこび 

つゝ俄鬼やみその.車〈くるま〉をひくにその.様〈さま〉の異なれば夫とさだまる.助重〈すけしけ〉を 

.神〈かみ〉ならぬ身の.露〈つゆ〉しらず生死もしれぬ夫のため一ツには父はゝの 

 

［41右］ 

菩提のためなりとて昼ばかりにてははかとらす夜をかけて三日そ 

ひきたりしは気持なりけることともなり 

○ さても小栗の俄鬼病は往来の人のなさけにて日かずを経て 

やうやくに.紀刕〈きしう〉なる.熊野本宮〈くまのほんくう〉の.温泉〈をんせん〉に.着〈つき〉けるがおほくの.

同者〈とうしや〉は 

.俄鬼〈かき〉やみを.車〈くるま〉よりひきおろし.湯坪〈ゆつほ〉のうちへいれつゝもみな／＼ 

下.山〈さん〉なしにけり.助重〈すけしけ〉の俄.鬼〈き〉やみは湯つほのうちにありけるかまこと 

や黄泉よりわきいづる霊湯なれは七日木浴するうちに目耳.鼻〈はな〉 

あざらかになり.二七日〈ふたなのか〉には髪もはへつゝ身躰うとき人こゝろつき 

三七日には肉つきてちからも.元〈もと〉のことくなりけれは小栗はふくらひ 

我にかへりよろこびなゝめならず是ひとへに湯谷権現の利益 

なりと信心きもにめいしかつは藤澤なる遊行上人の道徳をぞ 

かんしけるかくて十人の郎黨は主なる小栗か病気のよし風の 

 

［41左］ 

.便〈たよ〉りに.聞〈きゝ〉つゝも.追〈をい〉／＼に.熊野〈くまの〉へたづねきたりしが.助重〈すけしけ〉が.

本〈ほん〉ぶくの 

ていを.見〈み〉てよろこぶこと.大〈おゝ〉かたならず.中〈なか〉にも.鎌〈かま〉くらよりもどりたる.水戸〈み

と〉 

の小太郎と.京都〈きやうと〉に.居〈ゐ〉たる.池庄司〈いけのしやうじ〉かもふしけるは.鎌倉〈かまくら〉ど

の.小〈を〉ぐり 

.一族〈いちぞく〉が.罪〈つみ〉なくして.滅亡〈めつぼう〉せしを.後悔〈くわうくはひ〉し給ひ.助重〈すけし

げ〉こそうち.死〈じに〉せず 
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して.世〈よ〉をしのぶよし.何卒〈なにとぞ〉たづねいだしてめしかへすべしと.内蜜〈ないみつ〉 

おゝせ.出〈いだ〉されしところ.風聞〈ふうぶん〉には.先達〈さきだつ〉て.藤沢寺〈ふぢさわでら〉にて.火葬

〈くわさう〉なしたる 

ときゝたまひ御なげきありとうけたまわりゆといひけるにそ.人々〈ひと／˝＼〉は 

.勇〈いさみ〉たちさらば.是〈これ〉より.鎌〈かま〉くらにくたりつゝ.父〈ちゝ〉の.仇〈あた〉たる.一色〈いつ

しき〉をうち 

ほろぼしその.上〈うへ〉.横山〈よこやま〉をも.征罰〈せいはつ〉して.鎌倉〈かまくら〉どのゝ御.勘気〈かん

き〉ごめんを.願〈ねか〉はん 

と.主従〈しゅう／˝＼〉つれだち十一.騎〈き〉東海道〈とうかいどう〉を.下〈くだ〉りしが.美濃國〈みのゝく

に〉なる.國府〈こくぶ〉の.郷〈かう〉に 

.當着〈とうちやく〉してその.夜〈よ〉はよろつ.屋〈や〉.長〈ちやう〉右衛門のかたを.本陳〈ほんぢん〉として

こゝに.宿〈やど〉 

りをもとめける ○ かくて.照手〈てるて〉ひめなる.常陸〈ひたち〉の.小萩〈こはぎ〉は.主〈しゆう〉に忌日の

いと 

 

［42右］ 

.間〈ま〉をたまわり.俄鬼病車〈がきやみくるま〉を 

.願〈ねが〉ひのことく 

ひきつゝも 

.足〈あし〉ばやに 

.國府〈こくぶ〉に 

.立〈たち〉もどり 

.長〈ちやう〉右衛門 

にふ 

かく 

し 

やしれいのごとく.家〈いへ〉の.内〈うち〉を 

.立〈たち〉はたらきてありけるが 

 

［42左］ 

.今宵〈こよひ〉はこゝを.本陳〈ほんぢん〉として.入〈いり〉 

.来〈く〉る十一.騎〈き〉のものゝふこそすぎし 

.歳〈とし〉わかれたる.夫〈おつと〉の.助重〈すけしげ〉にほうほつたれは 

かく.迄〈まで〉に 

.似〈に〉たる 

.人〈ひと〉の 

あるべくとも 

おぼ 
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へず 

これぞ 

わが.夫〈つれ〉にて 

おわさんかゆきて.名〈な〉のり.見〈み〉んものぞと 

 

［43右］ 

へだてのふすまをさしのぞきこゝろまどひて.忙然〈ほうぜん〉たり.小栗助重〈をくりすけしげ〉 

は小二郎.兼氏〈かねうじ〉と.変名〈へんみやう〉なし.長〈ちやう〉右衛門がかたを.本陳〈ほんぢん〉とし.

奥〈おく〉なる.一間〈ひとま〉に 

.居〈ゐ〉なをりて.十騎〈しつき〉の.郎黨〈らうどう〉にうちむかひ.是〈これ〉.横山親子〈よこやまおやこ〉の

ために.毒酒〈どくしゆ〉 

の.壺〈つぼ〉をうちつけられ.毒気〈とくき〉にあたり.身躰〈しんたい〉くづれ.終〈つい〉に.俄鬼〈かき〉や

みと 

なりたるを.藤沢〈ふぢさわ〉の上人がおゝせにておほくの.同者〈とうしや〉らなさけにひかれ 

.熊野本宮〈くまのほんぐう〉の.温泉〈おんせん〉にいりて.本腹〈ほんふく〉のけふにいたれりしかるに.下

山〈げさん〉 

の.道〈みち〉にて.里人等〈さとびとら〉がはなすをきくに.美濃〈みの〉の.國府〈こくぶ〉の.驛〈ゑき〉より

も.年〈とし〉 

いとわかき.一人〈ひとり〉の.女子〈をなご〉がわが.俄鬼病〈かきやみ〉の.小車昼夜〈をくるまをちうや〉三

日ひきたりしと 

きゝおよべりいかなる.者〈もの〉かその.女子〈おなご〉にひとたびあふて.再世〈さいせい〉の.礼〈れい〉を

しや 

せんとおもふなり.此家〈このや〉のあるじにいゝつけてこの.國府〈こくぶ〉の.郷〈がう〉をたづね 

たらんに.知〈し〉れざることはあるべからず.池〈いけ〉の.庄司〈しょうじ〉とて.長〈ちやう〉右衛門にこの.

義〈ぎ〉 

をゆだねはや／＼.取〈とり〉はからひてよとかゝせければ.庄司〈しょうじ〉かしこみて.主〈あるじ〉に 

 

［43左］ 

長右衛門をよびよせつゝ.主〈しゆう〉のおゝせをしか／゛＼といゝつくるにそ長右衛門 

はかのすぎつる日.俄鬼病〈がきやみ〉の車にのりて門辺をすぎしは此殿にてをく 

せしかさらばその車を三日三夜ひきたるをなごはすなはちわれらが 

.召仕〈めしつかへ〉の常陸の小萩といへる.者〈もの〉只今勝手をうちはたらきあり候へは 

早速に仕たくをしかへ.殿〈との〉の現参にいれたてまつらんとほかりがに勝手 

にいたり小萩をよびてしか／˝＼といゝつくるにぞ殿の.御前〈をんまへ〉は.出〈いづ〉るばかり 

で候へば.兎〈と〉も角もなしはべらんが御鎌倉の御.伽〈とぎ〉などはおもひもよらず 

候といひけるにぞ長右衛門は小声になりかの殿こそすぎつる日の 

.俄鬼病〈かきやみ〉にてそちに.車〈くるま〉をひかせたるその.礼〈れい〉をいわんとてもし 

たよりなるになんでうみだりがましきことであらんとく／＼ 
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仕たくなしたまへといそがしたつれば.照手〈てるて〉の小.萩〈はぎ〉は.吾夫〈わがつま〉の面影 

に寸ぶんちがわぬあの.殿〈との〉ぶりそれかあらぬかいぶかしと主人 

 

［44上段］ 

のおほせに.余義〈よぎ〉 

なくも仕たくしかへて.兼氏〈かねうじ〉の 

.御前〈ごぜん〉に.出〈いで〉つゝもはるかにさがり 

.両手〈りやうて〉をつかへさしうつ 

むひて.居〈ゐ〉たりけり 

.小栗〈をぐり〉ははるか 

にこれを 

 

［44下段］ 

.見〈み〉るにこは 

.什麼〈そも〉いかに.小萩〈こはぎ〉 

といへるは夜へて 

.久〈ひさ〉しき.吾妻〈わがつま〉の.照手〈てるて〉 

.姫〈ひめ〉にてありければ十人の 

.郎黨〈らうどふ〉もろともにあきれて 

.言葉〈ことば〉は 

なかりけり 

 

［45右］ 

○ .小栗〈をぐり〉は.小萩〈こはぎ〉をそば.近〈ちか〉くよびちかづけそのほうはさがみ 

にありし.照手〈てるて〉にてはあらざりしかわれは.小栗助重〈をぐりすけしげ〉なりと 

.名〈な〉のりたまへば.照手〈てるて〉の.小萩〈こはぎ〉は.助重〈すけしげ〉にとりすがりわらはも 

さいぜんより.君〈きみ〉にはさうゐあらじものとこゝろにおもひ候 

へどもかくなり.果〈はて〉し.面影風俗〈をもかげふうぞく〉.君〈きみ〉は.見〈み〉わすれたまひしかと 

さすがに.外〈くわい〉ぶんをはゞかりはべりて.言葉〈ことば〉もいだしまゐ 

らせずあな御なつかしの.我君〈わがきみ〉やとさきだつ.泪〈なみだ〉せきあへず 

たかひにしばらく.言葉〈ことば〉なく十人の.郎黨〈らうどう〉とも／゛＼に 

.照手〈てるて〉がかんくのありさまに.勇猛〈たけき〉こゝろもおのづから 

.余情〈よじやう〉のなみだをもよふしけりしばらくあつて.助重〈すけしげ〉 

.照手〈てるて〉にわかれ.三河〈みかわ〉にきたりて.毒気〈どくき〉にあたりて.俄鬼〈がき〉 

やみとなりはて.遊行〈ゆぎょう〉上人のおゝせにて.熊野〈くまの〉にいたり 

 

［４５左］ 

本宮の温泉にて難びやう平愈したりしかばこれより 
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鎌くらにいたりつゝ仇をほろぼし家名.再興〈さいこう〉せんとて 

の下向なるよし.始終〈しじゅう〉しか／˝＼とありしことども物がたれ 

ば照手も小栗にわかれてより.毒〈どく〉酒にあたり.死〈し〉たる.体〈てい〉 

にて.臥〈ふし〉居たるを養父横山がはからひにて.菰〈こも〉にくるみて 

海にすてられ金津浦にて.鱲師呂八〈れうしろはち〉が網にかゝりて 

すくひとられそれよりかれが妻お筥がために無矢の難を 

きせられてうき目にあひしをその弟眼はこれをたす 

くる.面〈おも〉もちにてその場を連のき人.買〈かい〉の.是源治〈ぜげんじ〉といへる者 

に.賈〈うり〉わたされこの.地〈ち〉へ流れきたりつゝあるじ長右衛門がひき 

とりて.傀儡女〈くぐつめ〉になさんといゝしを二夫にまみゆる事ばし 

もおもひよらねば七人の水.仕〈し〉をつとめて今までも.賎〈いや〉しき 

 

［46右］ 

わざはいたせしかど女の.操〈みさを〉はやぶらじとこれまでのかんなん 

しんくを残るかたなく物がたれば小栗は照手のまごゝろ 

とその.貞操〈ていさう〉をかんじつゝかつはあるじ長右衛門が大金をもて 

あがなひしを.姫〈ひめ〉がこゝろを見きわめて傀儡のつとめを 

させざりしその男気をねきらひてこれに.若干〈そくばく〉の.黄〈こ〉金 

をあたへ鎌倉に下向なし.仇〈あだ〉をほろぼし家名をおこ 

さば.速〈そく〉日に照手姫をむかひに来るしべそれまでは長右衛門 

にあづくるなればいたわりかしづきまゐらせふと十人 

郎黨にいゝわたせ.翌〈よく〉日照手にわかれをつげ.美濃〈みの〉の 

國府を立いでつゝ鎌くらさしていそぎけり 

 

第五回 大尾 

 

［46左］ 

.爰〈ここ〉にまた.一色式部少輔詮秀〈いつしきしきぶせうやうあきひで〉は.上杉安房守憲實〈うへすぎあ

わのかみのりさね〉の.忠〈ちう〉 

.賢〈けん〉なるをふかくそねみしたすら.罪〈つみ〉におとさんとはかり 

けるを.智慮〈ちりよ〉の.上〈うへ〉すきはやくもさつしつゝ.一色〈いつしき〉が.悪事〈あくじ〉 

の.始終持氏公〈しじうもちうじかう〉に.纔〈ざん〉をかまへ小.栗〈ぐり〉一ぞくを.滅〈めつ〉ぼうさせし 

ことなどいち／＼に.京都将軍家〈きやうとしやうぐんけ〉へいひをくりければ京都 

よりもその.虚実〈きょじつ〉ふうぶんをたゞさんとて.隠〈をん〉みつに 

.探索〈たんさく〉ありけるほどに一色が悪事のだん／＼.分明〈ふんめい〉なれば 

.鎌〈かま〉くらにもふしくだして.糺明〈きうめい〉あるべしと.聞〈きこ〉へしかば.己〈おの〉が 

.屋〈や〉しきにもたまり.得〈え〉ず.夜中〈やちう〉しそかにたちのきて.横〈よこ〉 

やまかかたにふかくしのびてぞ.居〈ゐ〉たりけり小ぐり.助〈すけ〉 
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.重〈しげ〉は.美濃路〈みのぢ〉よりかまくらに.来〈き〉たり一色横やまを 

つけねらひてありけるがこの.事〈こと〉をしそかに.聞〈きゝ〉いだし 

 

［47右挿絵］ 

 

［47左］ 

.小栗〈をくり〉 

.長〈ちやう〉かもとに 

やとりて 

.小萩〈こはき〉に 

.再會〈さひかい〉す 

 

［48右］ 

.天〈てん〉のあたへと.諸方〈しよはう〉より.出来〈いでく〉る.譜代〈ふだい〉の.郎黨〈らうどう〉をあつめか

たらひ.十騎〈じつき〉の.勇士〈ゆうし〉 

.先〈さき〉だちてその.勢〈せい〉百五十.騎〈き〉にて.横山〈よこやま〉が.舘〈たち〉へと.夜打〈ようち〉をぞ

かけたりけり.横山父子〈よこやまふし〉は 

.俄〈にわか〉のことにて大ひに.驚〈おどろき〉はじめは.防戦〈ふせぎたゝかひ〉けれども.小栗〈をぐり〉を

はじめ.池片岡風間〈いけかたおかかざま〉 

.後藤〈ごとう〉の.勇士等〈ゆうしら〉にきりたてられて.一族余類〈いちぞくよるい〉うしろのかたより.落〈お

ち〉う 

せけり.後藤〈ごとう〉大八.田辺平八〈たなべへいはち〉にげるものには.目〈め〉もかけず.横山〈よこやま〉

三郎.安武〈やすたけ〉 

をいけどりけり.片岡兄弟〈かたおかきやうだい〉は.大膳安秀〈だいせんやすひで〉をいけどりけり太郎.安

次〈やすつぐ〉 

二郎.安春〈やすはる〉はちつともおくれず.小栗勢〈をぐりぜい〉の.中〈なか〉へわつて.入〈いり〉やにわに 

.三騎〈さんき〉きつてをとし五人に.手〈て〉ををわせ太郎はその.身〈み〉も.手〈て〉ををひ 

ければこれまでなりと.二人〈ふたり〉の.兵〈へい〉を.下〈した〉にしきその.上〈うへ〉にて.腹〈はら〉かき.

切〈きつ〉て 

うせにけり二郎は.兄〈あに〉の.打死〈うちじに〉を.見〈み〉るよりも.花〈はな〉／゛＼しき.働〈はたら〉きして

つゞゐて.腹〈はら〉きりうせ 

にけり四郎.安高〈やすたか〉五郎.安長〈やすなが〉は.風間〈かざま〉兄弟にうたれければ.一色詮秀〈い

つしきあきひで〉 

も.今〈いま〉はかなわぬところなりと.雑兵〈ぞうひやう〉の.姿〈すがた〉にやつしからめての.小門〈こも

ん〉より 

 

［48左］ 
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.逃〈にげ〉いづるを.助重〈すけしけ〉はるかにこれを.見〈み〉てあれこそ.一色詮秀〈いつしきあきひで〉な

るそ 

うちもらすな.生捕〈いけとり〉と.下知〈げぢ〉をなせば十.騎〈き〉の.郎黨〈らうとう〉はせ.来〈き〉たり.四方

〈しほう〉 

よりつめよすれば.詮秀〈あきひで〉はのかれぬ.所〈ところ〉と.玄関〈けんくわん〉までにげしりそき.腹切

〈はらきり〉 

てうせけるにぞ.小栗〈をくり〉はやがてはせよりつゝ.一色〈いつしき〉が.首〈くび〉うちをとし.父〈ちゝ〉をは

じ 

め.一族〈いちそく〉の.仇〈あだ〉をむくひけるその.間〈ひま〉に三郎.安武〈やすたけ〉.縄〈なは〉つきの

まゝ.逃〈にげ〉いだすを 

.池〈いけ〉の.荘司〈しやうじ〉はうしろより.兜〈かぶと〉を.目〈め〉がけきりつくれば二ツになつてうせに 

けり.残〈のこ〉る.郎黨〈らうどう〉.主人〈しゆじん〉のうたれしをみるより小栗の.前〈まへ〉にかふとをぬ 

ぎみな／＼.降参〈かうさん〉なしたりける.横山大膳〈よこやまたいぜん〉もうちとらるべかりしを 

.悪人〈あくにん〉ながらも.貞操〈ていさう〉の.照手〈てるて〉か.養親〈やしなひをや〉なれはとて.法師〈ほ

うし〉として.命〈いのち〉ばか 

りは.助〈たす〉けけるその.後〈のち〉六十四才にて.病死〈びやうし〉なしけるとなりかくて小栗 

助重はかち時を三.度〈ど〉あけたるその.声〈こゑ〉山谷にひゝき山もくつるゝは 

かりなり小栗は父の.遺〈い〉命のごとく.一色詮〈いつしきあき〉秀をうちほろほし.執権〈しゆつけん〉 

 

［49右］ 

小.栗〈ぐり〉助.重〈しげ〉 

.郎等十騎〈らうとうしつき〉を 

.従〈した〉がひて 

.横山〈よこやま〉を 

.責〈せ〉む 

 

［49左］ 

.一色詮秀〈いつしきあきひで〉.自害〈じがい〉す 

.横山父子〈よこやまふし〉を.生捕〈いけどる〉 

 

［50上段］ 

.上杉安房守憲實〈うへすきあわのかみのりさね〉につゐて 

.管領持氏朝臣〈くわんれいもちうちあそん〉へ.小栗一家〈をくりいつけ〉.罪〈つみ〉なくし 

て.讒者〈ざんしや〉の.為〈ため〉に.滅亡〈めつぼう〉のよしをなげき 

なにとぞめしかへさるゝやうにと 

.言上〈こんじやう〉なしければ 

.持氏公〈もちうしかう〉も.小〈を〉 

.栗〈ぐり〉が.罪〈つみ〉 
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なきよし 

をきゝ 

給ひ 

.御後〈こかう〉 

.悔〈くはひ〉の 

をりなれば 

さつそく 

.御許容〈ごきよやう〉あつて 

.本領安堵〈ほんりやうあんど〉おゝせ 

つけられ.再〈ふたゝ〉び.常陸〈ひたち〉の.小栗〈をくり〉に 

たちかへりしかば日あらず 

.美濃〈みの〉の.國府〈こくぶ〉につかひをつかわし 

 

［５０下段］ 

よろずや.長〈ちやう〉右衛門がもとに 

あづけ.置〈おき〉たる.照手〈てるて〉ひめを 

よびくだし.妻〈つま〉となして.君〈くん〉 

.臣民家〈しんみんか〉にたるまで.万歳〈まんさい〉を 

となへける.國府〈こくぶ〉な 

る.長〈ちやう〉右衛門 

には 

.追〈おい〉てあ 

またの.引出〈ひきで〉もの 

ものをおくりつゝ.永代扶持〈ゑいたいふち〉 

をぞたまわりける 

○ かくて.小栗助重〈をくりすけしけ〉は 

.判官平兼氏〈はんくわんたいらかねうぢ〉と 

 

［50枠内］ 

.小栗判官助重〈をくりのはんかんすけしげ〉 

.更〈あらため〉て.平兼氏〈たいらのかねうぢ〉と.称〈よぶ〉 

.名武篤光〈なたけあつみつ〉が 

.息女〈そくぢよ〉 

.照天姫〈てるてひめ〉 

.横山〈よこやま〉の.養女〈やうぢよ〉となり 

.再〈ふたたび〉.兼氏〈かねうじ〉に.嫁〈か〉す 

 

［51判読不能］ 


